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タイトル 開講所属 時間割コード 授業科目名 主担当教
員 対象年次 学期 曜日・

校時 開講期間

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013001
●総合英語
Ⅲ(2F(英3)) 

  光野　百
代 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013002
●総合英語
Ⅲ(2T(英4)) 

  　ローン
　悦子 

2年,3年,4年  前期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013003
●総合英語
Ⅲ(2T(英3)) 

  　井石　
哲也 

2年,3年,4年  前期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013004
●総合英語
Ⅲ(2K（英1)) 

  稲田　俊
明 

2年,3年,4年  前期  火１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013005
●総合英語
Ⅲ(2T(英1)) 

  　香川　
実成 

2年,3年,4年  前期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013006
●総合英語
Ⅲ(2L(英5)) 

  　山口　
敦子 

2年,3年,4年  前期  木１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013007 ●総合英語Ⅲ(2P2)    　山口　
敦子 

2年,3年,4年  前期  木２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013008
●総合英語
Ⅲ(2K（英3)) 

  　山崎　
有介 

2年,3年,4年  前期  火１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013009
●総合英語
Ⅲ(2F(英2)) 

  　山田　
健太郎 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013010
●総合英語
Ⅲ(2L(英4)) 

松元　浩
一 

2年,3年,4年  前期  木１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013011
●総合英語
Ⅲ(2E(英1)) 

  　上村　
俊彦 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ 教養教育-教
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ラバス（教
養教育科
目）

養教育　英
語科目 

  20140590013012
●総合英語
Ⅲ(2T(英2)) 

  　西原　
真弓 

2年,3年,4年  前期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013013
●総合英語
Ⅲ(2F(英1))  石松　惇  2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013014
●総合英語
Ⅲ(2K（英4)) 

  　川島　
浩勝 

2年,3年,4年  前期  火１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013015
●総合英語
Ⅲ(2K（英2)) 

  　大坪　
有実 

2年,3年,4年  前期  火１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013016
●総合英語
Ⅲ(2E（英4)) 

　大坪　
有実 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013017
●総合英語
Ⅲ(2L(英6)) 

　藤内　
則光 

2年,3年,4年  前期  木１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013018
●総合英語
Ⅲ(2T(英5)) 

  　藤本　
ゆかり 

2年,3年,4年  前期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013019
●総合英語
Ⅲ(2E(英3)) 

　藤本　
ゆかり 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013020
●総合英語
Ⅲ(2E(英2)) 

  　濱﨑　
大 

2年,3年,4年  前期  金１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013021 ●総合英語Ⅲ(2M1)    廣江　顕  2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013022 ●総合英語Ⅲ(2M2)    　宇佐美
　康子 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013023 ●総合英語Ⅲ(2M3)    光野　百
代 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013024
●総合英語
Ⅲ(2T(英6)) 

  　濱﨑　
大 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013025
●総合英語
Ⅲ(2T(英7)) 

  　西原　
真弓 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科

教養教育-教
養教育　英   20140590013026

●総合英語
Ⅲ(2T(英8)) 

  　ローン
　悦子 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 



シラバス一覧

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...syllabusSearch.do;LcSessionID=ZVxBJqZD73RtbcThjwh1xlmdTv4lD2!-1285020833[2015/02/23 16:44:12]

目） 語科目 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013027
●総合英語
Ⅲ(2T(英9)) 

  　藤本　
ゆかり 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013028
●総合英語
Ⅲ(2T(英10)) 

  　香川　
実成 

2年,3年,4年  後期  月１  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013029
●総合英語
Ⅲ(2D1・2D2) 

  　西原　
真弓 

2年,3年,4年  後期  月２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013030 ●総合英語Ⅲ(2M4)    　山崎　
有介 

2年,3年,4年  後期  火２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013031 ●総合英語Ⅲ(2M5)    西原　俊
明 

2年,3年,4年  後期  火２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013032 ●総合英語Ⅲ(2M6)    　川島　
浩勝 

2年,3年,4年  後期  火２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013033
●総合英語
Ⅲ(2L(英1)) 

  稲田　俊
明 

2年,3年,4年  後期  木２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013034
●総合英語
Ⅲ(2L(英2)) 

  隈上　麻
衣 

2年,3年,4年  後期  木２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013035
●総合英語
Ⅲ(2L(英3)) 

  　村岡　
三奈子 

2年,3年,4年  後期  木２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013036 ●総合英語Ⅲ(2P1)    　山口　
敦子 

2年,3年,4年  後期  木２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013037
●総合英語
Ⅲ(2E(英5)) 

  西原　俊
明 

2年,3年,4年  後期  金２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013038
●総合英語
Ⅲ(2E(英6)) 

  　山田　
健太郎 

2年,3年,4年  後期  金２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013039
●総合英語
Ⅲ(2E(英7)) 

  鈴木　章
能 

2年,3年,4年  後期  金２  ～ 

2014年度シ
ラバス（教
養教育科
目）

教養教育-教
養教育　英
語科目 

  20140590013040
●総合英語
Ⅲ(2E(英8)) 

  　宇佐美
　康子 

2年,3年,4年  後期  金２  ～ 
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013001  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2F(英3)) 

編集担当教員 光野　百代 

授業担当教員名(科目責任者) 光野　百代 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 光野　百代 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-23  

対象学生（クラス等） ２Ｆ３  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 言語教育センター  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 火曜２限  

授業の概要及び位置づけ この授業は，ニュースを読み、聞くことを通して、英語の表現や論理を理解し、主にリーディ
ングおよびリスニングのコミュニケーション能力を習得することに重点を置きます。  

授業到達目標 英語で表現される内容を論理的に理解し、リーディングおよびリスニングの技能を習得し、英
語を読み・聞くことに自信をつける、ことを目標とします。  

授業方法（学習指導法）
英語で書かれたニュースを理解することを中心に活動を行います。また、コミュニケーション
能力の習得に必要な、英語の聞き取り、発音や，語彙の獲得，英語を論理的に理解する、等の
練習も行う予定です。  

授業内容

授業のはじめに英語のコミュニケーション能力を習得するために重要な学習活動を概観いた
後、１回の授業で1Unitをカバーしていく予定です。
授業の進度に応じて、授業計画が変更になることがあります。

回 内容
1 introduction

2 Unit1

3 Unit2

4 Unit3

5 Unit4

6
Unit5
3 Step 小テスト

7 Unit6

8 Unit7

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Unit8

10 Unit9

11 Unit10

12
Unit11
3 Step 小テスト

13 G-TELP試験
14 Unit12

15 Unit13

16 期末試験

キーワード リーディング、リスニング、クリティカル・シンキング  

教科書・教材・参考書
Power Up your English with CNN news　朝日出版社 1800円
英語の辞書
必要に応じてハンドアウトを適宜配布。  

成績評価の方法・基準等 Ｇ－ＴＥＬＰ（２０％）、Ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ（２０％）、授業活動・課題への積極的参加
（２０％）、期末試験（４０％）  

受講要件（履修条件）

基本的に授業には毎回遅れないように出席して下さい。授業を5回以上欠席した場合は成績評
価の対象としません。また、2回の遅刻で一回の欠席とカウントしますので注意してください
。
最初の授業は、授業計画を説明するので必ず出席してください。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013002  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英4)) 

編集担当教員 　ローン　悦子 

授業担当教員名(科目責任者) 　ローン　悦子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　ローン　悦子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-36(call2)  

対象学生（クラス等） 2T(英4)  

担当教員Eメールアドレス etsukolawn@hotmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて質問を受け付けます。  

授業の概要及び位置づけ
本授業では、これまでに修得した英語の読む、書く、聞く、話す、の４技能の力を総合的に伸
ばし、実践的な運用能力をさらに高めることを目標とします。特に、日本人学習者が苦手とす
るアウトプットの能力の向上を目指します。  

授業到達目標
授業を通して、英語力向上の意識を、従来の「どれくらい知っているか」の知識構築型から、
「どれだけ使えるか」に変えていくことを目標とします。また洋画を英語(音声、字幕)でより
理解できるようにすることを目標とします。  

授業方法（学習指導法）

授業では、テキストをベースに英語の４技能の力をバランスよく伸ばす練習をします。また、
新しい語彙、表現力を増やすためにauthentic な教材（配布物）、洋画を使用し（DVD視聴）、
Readers’ theater などの活動を通してペアーワーク、グループワークをより多く取り入れて授業
を進めていきます。英語圏の文化、習慣の違いにも触れていきます。  

授業は、演習形式で行います (テキストは全6課からなっていますが、授業の進み具合で進度、
内容設定を調節しながら進めていきます)。特に日本人が苦手とするアウトプットの能力に力
を入れるために、受講生にはできる限り回答の機会を設け、ペアーワーク、グループワークを
通して「使える」表現の定着を図ります。スーピーキングの明瞭さを向上させるため
に、DVDの視聴、Readers’ theaterなどの活動を通し、イントネーション、単語のつなぎ方（リ
ンキング）母音の長音化などに焦点をあてて練習していきます。テキスト付属のオンライン
ワークブック、Self-study CD-ROMを使用し予習、復習をして授業に臨んで下さい。また、本
授業では、e-learning教材を課外学習として取り組んでもらいます(評価20%)。

回 内容

1 第 1回　4月7日 オリエンテーション、授業の進め方、Self-introduction、DVD視聴(２回
目以降も継続的に視聴)

2 第 2回　4月14日 テキストOnline Workbookの初期設定、 Shopping

3 第 3回　4月21日 Shopping

4 第 4回　4月28日 e-learning復習他

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容 5 第 5回　5月12日 Readers’ theater

6 第 6回　5月19日 ①3 Step 小テスト　Fun in the city

7 第 7回　5月26日 Fun in the city

8 第 8回　6月2日 Readers’ theater

9 第 9回　6月9日 In a restaurant

10 第10回　6月16日 e-learning復習他
11 第11回　6月23日 In a restauran

12 第12回　6月30日 ②3 Step 小テスト　In a restaurant

13 第13回　7月7日 G-TELP （予定）
14 第14回　7月14日 Readers’ theater

15 第15回　7月28日 Review

16 第16回　8月4日　定期試験　

キーワード フレーズリーディング、シャドーイング、リピーティング、ディクテーション  

教科書・教材・参考書

教科書としてJack C. Richards・David Bohlke 著　『Four Corners 2 Student’s Book B with Online 
Workbook』 Cambridge University Press - ISBN: 978-0-521-12704-2を使用します。
*第１回目の授業までに、必ず生協の販売コーナーで各自購入して下さい。
 

成績評価の方法・基準等
定期試験20%、 G-TELP20%、授業中の発表、小テスト、課題、Readers’ theater 30%、積極的な
授業への参加10%、課外学習のe-learning 20%(3 Step Call System10%, PowerWords10%)を総合的
に判断します。  

受講要件（履修条件）
教科書、英語辞典（電子辞書も可）を毎回持参、また毎回授業に出席すること（時間厳守）。
学習した内容は、きちんと復習すること！
 

備考（URL）  

学生へのメッセージ 英語が話せると世界（チャンス）が広がります。今できることをどんどんトライして下さい！
  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013003  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英3)) 

編集担当教員 　井石　哲也 

授業担当教員名(科目責任者) 　井石　哲也 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　井石　哲也 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-15  

対象学生（クラス等） 2T3  

担当教員Eメールアドレス iseki@kwassui.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-822-4107(内線257）  

担当教員オフィスアワー 授業前後に授業を実施している教室で受付けます。  

授業の概要及び位置づけ 英語読解力、表現力の養成とイギリス文化理解  

授業到達目標 英語読解力、表現力の養成とともに、現代イギリスのさまざまな文化の諸相について理解でき
るようになる。  

授業方法（学習指導法） 使用テキストの英文（400語前後）を､構文を把握しながら精読し、正確に理解できるようにな
る。また簡単なトピックについて、英語で表現できるようになる。  

授業内容

第1回　受講上の注意、テキストの使用法（第1章をサンプルとして）と授業の進め方について
説明を行う。第2回～第15回は各回のトピックに従って英文の読解演習を行い、第16回目に定
期試験を実施する。なお、6回目と12回目に3Step小テスト、13回目の授業でG-TELP（共通テ
スト）を実施し、結果を評価の一部にあてる。

回 内容
1 導入・テキストChapter 1:The Royal Mail

2 Chapter 2:British Sports Everywhere

3 Chapter 3:The Beatles Forever!

4 Chapter 4:From Cradle to the Graave?

5 Chapter 5:Great Novelists

6 3 Step小テスト、Chapter 6:Histories of Royal Families

7 Chapter 7:Pound or Euro?

8 Chapter 8:What is the Tube?

9 Chapter 9:Two-Party Politics

10 Chapter 10:Art Collections in Britain

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Chapter 12:Are British Foods Tasty?

12 3Step小テスト、Chapter 13:Newspaper, TV or iPad?

13 G-Telp 実施日
14 Chapter 14:Public School and Hogwarts

15 Chapter 15:VAT and Consumption Tax

16 定期試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 Richard Bent, Tetsuya Iseki, Reiko Iseki Cross-Cultural Views on Britain (Nan'un do, 2014)  

成績評価の方法・基準等 定期試験50点、G-TELP20点、課外学習のe-learning 20点（3step小テスト10点、Power Words 10
点）、授業における発表等10%の配点とする。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   火１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013004  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2K（英1)) 

編集担当教員 稲田　俊明 

授業担当教員名(科目責任者) 稲田　俊明 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 稲田　俊明 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-13  

対象学生（クラス等） 2K1  

担当教員Eメールアドレス inadat@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター  

担当教員TEL 095-819-2379  

担当教員オフィスアワー 火曜２限 (事前にメールで連絡すること）  

授業の概要及び位置づけ
①　英語の読解力と日本語・英語による要約する能力を養う。
②　課題について英語で論述する力を養う。
③　英文のリスニングの能力を養う。  

授業到達目標
① 英語の論説やニュース記事について、日本語で簡潔に要約ができるようになる。
② 英語の論説やニュース記事について、英語で要約ができるようになる。
③ 課題について、英語で議論するための基礎的なライティング能力を身に付ける。  

授業方法（学習指導法）
①　指定した教材により、英文の読解、要約、聞き取りを行う。
②　毎週、語彙テストを行い、隔週、課題の提出を求める。  

授業内容

回 内容
1 COURSE OUTLINE （導入）：教材配布
2 英文速読教材（１）
3 英文速読教材（２）
4 Listening Comprehension Quiz (第１回)

5 英文要約教材（１）
6 英文要約教材（２）
7 Listening Comprehension Quiz (第２回)

8 英語要約課題（３）
9 英語要約課題（４）
10 Listening Comprehension Quiz (第３回)

11 英文交渉メールの基礎と練習

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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12 英語課題作文練習（１）
13 G-TELP (Test)

14 英語課題作文練習（２）
15 英語プレゼンテーション
16 期末試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 山根他編『DVDで学ぶABCニュースの英語 16 』金星堂（大学生協）、その他の資料は授業で
配布  

成績評価の方法・基準等

G-TELP ２０％
指定する e-learning 教材　２０％ 
授業中の課題１０％、
期末テスト５０％  

受講要件（履修条件） 同クラスの履修経験のないもの  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
事前に、教材と指定された課題を十分に学修しておくこと。
 

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013005  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英1)) 

編集担当教員 　香川　実成 

授業担当教員名(科目責任者) 　香川　実成 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　香川　実成 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-13  

対象学生（クラス等） 2T1  

担当教員Eメールアドレス midvinter.jk@gmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 09043429702  

担当教員オフィスアワー 月曜日12:00～12:30、及びEメールにて（midvinter.jk@gmail.com）  

授業の概要及び位置づけ
英米の新聞やジャーナルからの引用を多く含む英文、言い換えると、難易度の高いオーセンテ
ィックな英文に対して、これまで習得した様々なリーディング・スキルを使って、的確に情報
を読みとっていくことを目指します。  

授業到達目標

①地球環境に関するトピックについて、英文情報を受信し、英文情報で発信できるようにする
、また、地球環境に関するボキャブラリーを増強する、
②スキミングとスキャニングのリーディング・スキルを駆使して、できるだけ効率的に英文情
報を読み取れるようにする、
③英文パッセージの音声を繰り返し聞くことによって、リスニング力を強化する、
―以上を目標とします。  

授業方法（学習指導法） 授業の予習・復習を確認するアクティビティ（小テスト含む）を中心に、演習形式でおこない
ます。  

授業内容

回 内容

1
授業の進め方と課題の内容
Lesson 1 Global Warming 1: Causes

2 Lesson 1 Global Warming 1: Causes

3 Lesson 2 Global Warming 2: Consequences

4 Lesson 3 Global Warming 3: Solutions

5 Lesson 4 Recycling 1: Sure We can

6
Lesson 5 Recycling 2: Zero Waste
3step小テスト(1)

7 Lesson 6 Green Architecture: Living Buildings

8 Lesson 7 Air Pollution 1: "Bad News"

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Lesson 8 Air Pollution 2: Helpless?

10 Lesson 9: Biodiversity 1: The Spice of Life

11 Lesson 10 Biodiversity 2: The Linguistic Link

12
Lesson 11 Biodiversity 3: Seeds of Hope
3step小テスト(2)

13 G-TELP共通テスト
14 Lesson 12 Speaking of The Environment

15 Lesson 13 All at Sea

16 定期試験

キーワード エコロジー　オーセンティック・イングリッシュ  

教科書・教材・参考書 Jim Knudsen, Everyday Ecology（『地球環境の「原因・解決」』（2013年、南雲堂）  

成績評価の方法・基準等

G-TELP：20%
E-Learning：20%
定期試験：40％
予習/復習の確認小テスト：20%  

受講要件（履修条件） 原則として全回出席することを単位認定の要件とします。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
温暖化、大気汚染、リサイクル等の地球環境に関して書かれた英文を、英米の主要ニュースメ
ディア記事を通して読む習慣を身につけて下さい。feedly等のRSSニュースリーダーをスマホ
にインストールすることをお薦めします。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   木１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013006  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英5)) 

編集担当教員 　山口　敦子 

授業担当教員名(科目責任者) 　山口　敦子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山口　敦子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-22  

対象学生（クラス等） 2L5  

担当教員Eメールアドレス a_yamaguchi@n-junshin.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095－846-0084  

担当教員オフィスアワー 授業終了後  

授業の概要及び位置づけ

日本でも親しまれている英米の物語を読むことによって、文法力や語彙力を増やし、英文の読
解力を強化することを目標とする。またCDを聞くことでリスニング力を付け、英文のリズム
をつかむ。さらに本来言語と切り離して考えることの出来ない文化的背景に触れながら生きた
英語を味わっていく。本年度はシャーロック・ホームズ・シリーズの代表的な短編２編をテキ
ストとして取り上げる。  

授業到達目標
英語の文法力や語彙力を増やし、重要な構文をきちんと把握しながら、長文の読解力を強化す
る。CDに収められている生き生きとした英語を聞くことで、リスニング力を向上させ、日本
語とは異なる英文独特のリズムやイントネーションを体得できるようにする。  

授業方法（学習指導法）
毎回和訳とリスニングを中心にテキストを読み進める。精読と速読を組み合わせることで、英
文の読解力の向上を図る。あらかじめ指定された担当者はテキストを音読し、和訳を発表する
。最後に本文の要約とリスニングスクリプトを完成させる。  

毎回テキストに沿って、和訳とリスニングを中心に本文を読み進める。その後、想像力を働か
せながら要約とリスニングスクリプトを完成させることで、英語として本文を把握する。受講
者は前もってその箇所を予習しておく。

回 内容

1 イントロダクション（授業の進め方、シャーロック・ホームズ・シリーズとその英語に
ついて）

2 Unit1: The Red-Headed League, An Easy Job

3 Unit2: The Red-Headed League, Mr. Wilson Is Put to a Test

4 Unit3: The Red-Headed League, Job Suddenly Ends

5 Unit4: The Red-Headed League, Holmes Gathers Information

6
3step小テスト
Unit5: The Red-Headed League, Setting the Trap

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容 7 Unit6: The Red-Headed League, Holmes Explains the Plan

8 Unit7: The Adventure of the Copper Beeches, A Job with Strange Requirements

9 Unit8: The Adventure of the Copper Beeches, The Work Begins

10 Unit9: The Adventure of the Copper Beeches, A Strange Observer

11 Unit 10: The Adventure of the Copper Beeches, Miss Hunter Looks Around

12
3step小テスト
Unit 11: The Adventure of the Copper Beeches, Mr. Holmes Has an Idea

13 G-TELP テスト
14 Unit 12: The Adventure of the Copper Beeches, Mr. Rucastle's Terrible Fate

15 授業の総括と復習
16 定期試験

キーワード リーディング、リスニング、英文法、語彙、構文把握、  

教科書・教材・参考書 Mystery Tour with Sherlock Holmes (センゲージ　ラーニング)  

成績評価の方法・基準等

授業への積極的な取り組み状況（発表）10％、
定期試験　50％、　
G-TELPテスト　20％
課外学習のe-learning　20％（3 Step CALL　10％、PowerWords10％）
課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に説明します。

 

受講要件（履修条件） 毎回リスニング、和訳、問題演習の予習をして授業に臨むこと  

備考（URL）  

学生へのメッセージ シャーロックホームズの短編の中でも特に人気のある物語を取り上げています。物語を読む楽
しさが、きっと英語の学習への動機を高めてくれるでしょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   木２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013007  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2P2) 

編集担当教員 　山口　敦子 

授業担当教員名(科目責任者) 　山口　敦子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山口　敦子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-22  

対象学生（クラス等） 2P2  

担当教員Eメールアドレス a_yamaguchi@n-junshin.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-846-0084  

担当教員オフィスアワー 授業終了時  

授業の概要及び位置づけ
世界情勢や文化、身近な問題まで幅広い内容を伝える海外のニュース番組を題材に、リスニン
グ、リーディング、スピーキング、ライティングの４技能をバランスよく伸ばす。また国際的
な社会問題に触れることにより、視野の拡大に繋げる。  

授業到達目標
ニュース英語のリズムや速度に慣れ、リスニング力を向上させる。文法的に重要な構文、社会
問題の観点から重要なキーワードを確認しながら、ニュースの内容を大まかに把握することが
できるようにする。  

授業方法（学習指導法）
イギリスの代表的なニュース番組であるBBCニュースのビデオ教材を視聴しながらリスニング
練習と和訳や演習問題による内容把握を行う。文法の上で重要な英語構文は重点的に説明する
。最後にニュースの要旨を作成する。付属のDVDでの予習を前提とする。  

テキストの各ユニットの中から学生にとって興味深い内容を持つニュースを扱う。毎回テキス
ト付属のDVDでニュースクリップを視聴し、リスニング問題の予習をしておく。授業でニュー
スクリップを視聴しながらリスニング問題の解答を確認する。ニュースの本文を完成させ、文
法事項や表現、単語を確認しながら、内容把握を行う。次にニュースに使われた重要な単語と
５Ｗ１Ｈに関する問題演習を行うことで細部の理解を目指す。最後はニュースの要約文を完成
させる。

回 内容

1
イントロダクション
The Queen: Patron of the Arts: リスニング演習と内容把握

2 The Queen: Patron of the Arts: 総合問題演習と要約文の完成
3 Facebook and Free Speech: リスニング演習と内容把握
4 Facebook and Free Speech: 総合問題演習と要約文の完成
5 The Stonehenge Site: リスニング演習と内容把握

3step小テスト

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容 6
The Stonehenge Site: 総合問題演習と要約文の完成

7 The Death of the Book?: リスニング演習と内容把握
8 The Death of the Book?: 総合問題演習と要約文の完成
9 Bringing Back the Bees: リスニング演習と内容把握
10 Bringing Back the Bees: 総合問題演習と要約文の完成
11 At Home with Dementia: リスニング演習と内容把握

12
3step小テスト
At Home with Dementia: 総合問題演習と要約文の完成

13 G-TELPテスト
14 Raising University Fees: リスニング演習と内容把握
15 Raising University Fees: 総合問題演習と要約文の完成
16 定期試験

キーワード ニュース英語  

教科書・教材・参考書 BBC: Seeing the World through the News:(金星堂)  

成績評価の方法・基準等

授業への積極的な取り組み状況（発表）10％
定期試験　50％、
G-TELPテスト 20％
課外学習のe-learning　20％（3 Step CALL10％、PowerWords10％）
課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に説明します。

 

受講要件（履修条件） 毎回リスニング、和訳、問題演習の予習をして授業に臨むこと  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
BBCのニュースの中に、英語圏の文化や現代意識を読み取りながら、生きた英語を学んでいき
ましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   火１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013008  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2K（英3)) 

編集担当教員 　山崎　有介 

授業担当教員名(科目責任者) 　山崎　有介 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山崎　有介 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-15  

対象学生（クラス等） （2K3）  

担当教員Eメールアドレス pro-1223@i-next.ne.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業終了後  

授業の概要及び位置づけ

世界経済の低迷に加え、世界中で未曾有の大規模の自然災害が頻繁し、先行き不透明になって
いる。そんな渦中にありながら、種々の形で希望の光を見出そうと奮闘している人々がいる。
このようなエッセイを通じて、英文による内容把握力・語彙力・文法力・作文力を育みたい。
  

授業到達目標
無理なく通常の英文が読め、聴覚力を養うことで発音の向上を目指し、英語による表現力を豊
かにしたい。
TOEICや英検などの資格試験のスキルアップにも役立てたい。  

授業方法（学習指導法） 語彙の確認、リスニングによる音声把握、音読による発音練習、英文の読解力と表現力を養う
。  

毎回一つずつChapterを進む。Reading →　Exercises：Ⅰ Reading Comprehension → Ⅱ Sentence
 Comprehension → Ⅲ Sentence World Order Exercise → Ⅳ Listening → Ⅴ Conversation → Ⅵ
 Further Activity の流れで行う。

回 内容
1 Orientation & Introduction

2
Unit 1: Walt Disney World
Sentence Comprehension>>>>>Verbs

3
Unit 2: The Rapid Development of the Coca-Cola Company
Sentence Comprehension>>>>>Collocation

4
Unit 3: New York's Wall Street
Sentence Comprehension>>>>>Nouns

5
Unit 4: Ingenuity
Sentence Comprehension>>>>>Adjectives

Unit 5: Adjusting to the Changing Times

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

6 Sentence Comprehension>>>>>Adverbs
3 Step教材の小テスト(1)

7
Unit 6: Positive Thinking
Sentence Comprehension>>>>>Idioms

8 前半のまとめ（筆記試験を含む）

9
Unit 7: Luck is an Accidental Product?
Sentence Comprehension>>>>>Adjectives

10
Unit 8: Success Stories in the Business World
Sentence Comprehension>>>>>Verbs

11
Unit 9: Original Art Works
Sentence Comprehension>>>>>Nouns

12
Unit 10: What Provides Children with
Sentence Comprehension>>>>>Adverbs/Adverbial phrases
3 Step教材の小テスト(2)

13 G-TELP実施

14
Unit 11: Jewish Education
Sentence Comprehension>>>>>Idioms

15
Unit 12: The Focus of History Education
Sentence Comprehension>>>>>Adjectives

16 後半のまとめ(定期試験を含む)　　

キーワード Listening/Speaking/Reading/Writing/Vocabulary  

教科書・教材・参考書 The Secret of Success (Asahi Press)  

成績評価の方法・基準等 中間試験30％、定期試験30％、G-TELPテスト20%、 課外学習のe-learning20%（3 Step CALL　
10％、PowerWords10％）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 時間をきちんと決めて、予習・復習を必ずしましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086214&formatCode=1&rowIndex=8&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/23 16:51:09]

学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013009  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2F(英2)) 

編集担当教員 　山田　健太郎 

授業担当教員名(科目責任者) 　山田　健太郎 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山田　健太郎 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-13  

対象学生（クラス等） 2F2  

担当教員Eメールアドレス k-yamada@sun.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ リーディングとリスニングに重点をおきながら、英語の4技能（リーディング・ライティング
・リスニング・スピーキング）を総合的に向上させることをめざす。  

授業到達目標 TOEIC500点以上の英語力  

授業方法（学習指導法）
日本文化を紹介する英文テキストを使用し、1回の授業で1エッセイを読む。これとは別にTOE
ICの練習問題を毎回して、目標を意識した学習を心がける。課外学習（3 Step CALLとPowerwo
rds）も組み入れてリスニング力・語彙力も強化する。  

英文の内容をしっかりと理解するリーディング力と英語を実際に使う運用能力を鍛えるため、
毎回英英辞典を使ったクイズ、課題エッセイについての英問英答をする。また音読の課題も出
して、リスニング力とスピーキング力の強化もする。さらに基本的な語法・文法の知識と実用
的な語彙力を定着させるためTOEIC対策テキストを数ページする。また3stepの学習成果を確認
するために小テストを行う。

回 内容

1 オリエンテーション（英英辞典の利用や、リスニング力向上のためのコツなど、英語学
習全般について）

2
Unit 1 The Spirit of Japanese Hospitality 
TOEIC対策テキストDrill 1, 2

3
Unit 2 Superb! Tokyo Skytree 
TOEIC対策テキスト Drill 3, 4

4
Unit 3 Japanese Seasonal Charms: The Bewitching Beauty of Kimono 
TOEIC対策テキスト Drill 5, 6, 7, 8　

5
Unit 4 Japanese High-Quality Technology 
TOEIC対策テキスト Drill 9, 10

Unit 5 Healthy and Colorful Japanese Cuisine 

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

6 TOEIC対策テキスト Drill 11, 12
3step小テスト

7
Unit 6 Desstruction and Creation: Japanese Stage Art 
TOEIC対策テキスト Drill 13, 14　

8 中間テスト、TOEIC対策テキスト Drill 15, 16

9
Unit 7 Hospitality and Peace in Japanese Robots 
TOEIC対策テキスト Drill 17, 18, 19, 20

10
Unit 8 Samurai Spirit
TOEIC対策テキスト Drill 21, 22　

11
Unit 9 Anime: A Japanese Soft Power 
TOEIC対策テキスト Drill 23, 24

12
Unit 10 Hot Springs: Let's Become Healthy and Beautiful! 
TOEIC対策テキスト Drill 25, 26
3step小テスト

13 G-TELPテスト

14
Unit 11 Video Games for Everyone
TOEIC対策テキスト Drill 27, 28

15
Unit 12 Kawaii Going Global
TOEIC対策テキスト Drill 29, 30

16 定期試験

キーワード 多読多聴、ことばの認識をやわらかく  

教科書・教材・参考書

Kinuyo Koikawa/Kentaro Yamada/David Farnell/ Motoko Yakushiji 『Let's Introduce Japanese Culture
』 英宝社
David E. Bramley/中井弘一　『New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & Reading 450』
松柏社
 

成績評価の方法・基準等 定期試験35％、中間テスト10％、積極的な授業への参加度15％。G-TELP試験スコア20%　課
外学習のe-learning 20%（3 Step CALL 10%、Powerwords 10%）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
学習は各自が楽しさおもしろさを見つけると効果が上昇する。自分の取り組むことを見つける
こと。授業態度はもちろん毎回の授業での積極的な参加も評価する。遅刻は減点。20分以上の
遅刻はその回の出席評価点は0点（特別な理由がある場合は別）とする。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   木１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013010  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英4)) 

編集担当教員 松元　浩一 

授業担当教員名(科目責任者) 松元　浩一 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 松元　浩一 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） （2L4）  

担当教員Eメールアドレス kmat@  

担当教員研究室 教育学部本館617号室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 木曜日12:00～12:50  

授業の概要及び位置づけ

(1) TOEIC, TOEFL等の読解テストにも役立つように英文を正確に読み（精読），早く読み解く
こと（速読）ができる．
(2) 英文中の重要な語句や表現を習得し，英語による表現（英作文・英会話）にも応用できる
．  

授業到達目標 TOEICの読解力問題で70％～80％くらいの正解を得ることができる．  

授業方法（学習指導法）

(1) 演習形式とする．受講者全員があらかじめ指定された箇所の語句や表現の意味を調べ，英
文の内容を発表できるように予習する．授業ではこちらが無作為に指名するので，担当者は当
てられた箇所を予習をもとに発表する．
(2) 着実に読解力をつけるために確認テストを2～3回行う．
(3) おりにふれてリスニングの訓練も行う（ただし本コースの主たる目的は読解力の養成であ
る）．  

◆読解力を高めたいのに実力がつかない，教科書の英文は退屈だと思っている学生も楽しく学
べるように，テクストの素材は平易・明快な小説とエッセイに，時代は19世紀と現代にしぼ
り，注釈はもちろん，英文法ガイドも設けられている教科書を準備した．存分に読み込んで学
習してもらいたい．

回 内容

1 授業の進め方，評価の説明，教科書の説明，単元Netherlandic Tale, "The Three Wishes"
 (1)

2 "The Three Wishes" (2)

3 "The three Wishes" (3), リスニング練習
4 "The Three Wishes" (4)

5 授業確認テスト第1回，リスニング練習
6 ３Step小テスト, German Tale, "The Imp in the Bottle" (1)

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容
7 "The Imp in the Bottle" (2)

8 "The Imp in the Bottle" (3), リスニング練習
9 "The Imp in the Bottle" (4)

10 授業確認テスト第2回，リスニング練習
11 Welsh Tale, "The Lady from the Sea" (1)

12 ３Step小テスト, "The Lady from the Sea" (2), リスニング練習
13 G-TELPテスト
14 "The Lady from the Sea" (3)

15 "The Lady from the Sea" (4)

16 確認テスト第3回 (期末テスト), リスニング練習

キーワード 読解力（精読・速読），表現力  

教科書・教材・参考書 James Kirkup, Tales of Mystery and Magic. 音羽書房鶴見書店.  

成績評価の方法・基準等

(1) 授業内容に関する確認テスト第1回～3回の成績　60％
(2) G-TELPテスト　20％
(3) 課外学習のe-learning　20％　（この点に関しては第1回目の授業時に説明する）
(4) 「便覧」にあるとおり，授業総回数の3分の1以上欠席した学生は受験資格を認めない。  

受講要件（履修条件） 学生便覧を参照．  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 授業時には毎回英和辞書を（可能ならば英英辞書も）持参すること．  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013011  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英1)) 

編集担当教員 　上村　俊彦 

授業担当教員名(科目責任者) 　上村　俊彦 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　上村　俊彦 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-41  

対象学生（クラス等） 2E1  

担当教員Eメールアドレス yandi@sun.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控え室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 金曜日　授業時間前後  

授業の概要及び位置づけ コミュニケーション4技能（Reading, Listening, Writing, Speaking)をシラバスに盛り込んだ英語
の総合教材を用いて、CEFR　B1レベルの演習をおこなう。  

授業到達目標
CEFR B1 レベルの英語テキストを使い、英語の４技能（読み、聞き、話し、書く）の総合的
なスキルアップをめざす。 
 

授業方法（学習指導法）
　音読（Shadowing）に習熟する。
　英語テキストの音声教材を使った音読トレーニングの実践をおこなう。
　英語テキスト（CEFR B1レベル）の演習。  

授業内容

回 内容

1
Orientation
クラス学習と自律学習

2 Health　　英語の時制（現在）
3 Competition　動詞＋Ving　
4 Transport　比較表現
5 Adventure　英語の時制（過去）

6
Environment 名詞（可算・不可算）
3Step小テスト

7 Stage in Life 動詞+to_V、英語の時制（未来）

8
中間試験
Work　前置詞（場所・移動），　現在完了

9 Technology　関係節

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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10 Travel and holidays 過去完了　受動態
11 History　話法，used to

12
Nature 仮定法
3Step小テスト

13 音読とShadowing　
14 Shadowing演習

15
G-TELP試験

16 まとめ　最終試験

キーワード 4技能　CEFR B1  

教科書・教材・参考書 Hughes, J., Stephensen, H. & Dummett, P. (2013) Life Pre-Intermediate. Heinle Cengage Learning  

成績評価の方法・基準等

クラス（テキスト）　 60%
全学英語共通
　　G-TELP　　　　　　20%
　　E-Learning　　　 20%　  

受講要件（履修条件） 初回に、USB（初期化したもの、ID・名前記入済み）を持参してください。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 毎週、テキスト教材のリスニング・quizをおこなう  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013012  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英2)) 

編集担当教員 　西原　真弓 

授業担当教員名(科目責任者) 　西原　真弓 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　西原　真弓 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-31  

対象学生（クラス等） 工学部(2T2)  

担当教員Eメールアドレス nishihara@kwassui.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 月曜日の１限目の前、または２限目の後  

授業の概要及び位置づけ
この授業では、英語の４技能（読む、聞く、話す、書くこと）を向上させることを目的として
いる。日本の最新技術や企業の取組に関する英語の記事を読んだり、そのテーマに関する英会
話を聞いたりしながら、情報を取る練習をしていく。  

授業到達目標
科学技術に関わる英語に触れ、その内容を読み取り、英語で話される内容を聞き取れるように
なることを目標とする。さらに、その内容に関して要約したり意見をまとめたりしながら発信
することに慣れることを目標とする。  

授業方法（学習指導法）
毎回予習をして授業にのぞむことが求められる。授業内では、内容把握に関して英語で質疑応
答がなされる。また、内容の要約や会話の要約を英語でしていくので、間違いを恐れず、積極
的に授業に参加するように。  

授業内容

回 内容

1
授業の進め方に関してのオリエンテーション
Unit 1 Design First!

2
Unit 2 Meeting Athletes' Needs

3 Unit 3 Seven Years in the Making

4 Unit 4 MEISTeR to the Rescue

5 Unit 5 Space Station Science

6
Unit 6 Driving Control & Safety
3 step 小テスト

7 Unit 7 Renewing Plastics

8
中間テスト
Unit 8 directing the Blind

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Unit 9 Music and Architecture in Harmony

10 Unit 10 Painless Injections

11 Unit 11 Tsunami Defense

12
Unit 12 Improving Business Performance
3 step 小テスト

13 G-TELP

14 Unit 13 An Efficient Refrigerant

15 Unit 14 Atmospheric Observation

16 定期試験

キーワード 英語の４技能、科学技術  

教科書・教材・参考書 Mukuhira, A　他 『Japan's Skyline』（金星堂）  

成績評価の方法・基準等 中間及び定期試験60%、G-TELP 20%、課外学習のe-learning 20%(3step CALL 10%、Power Word
s 10%) 課外学習のe-learningに関しては１回目の授業の際に説明する。  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 予習を必ずしてきてください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013013  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2F(英1)) 

編集担当教員 石松　惇 

授業担当教員名(科目責任者) 石松　惇 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 石松　惇 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-22  

対象学生（クラス等） （2F（英1））  

担当教員Eメールアドレス a-ishima@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 環東シナ海環境資源研究センター  

担当教員TEL 095-850-7312  

担当教員オフィスアワー E-mailにより受け付けます  

授業の概要及び位置づけ
総合英語IIIは、3クラスを習熟度別に分けて実施されます。このクラスは、その中で科学英語
を正確に、しかも迅速に読める英語力を身につけることを目的で開講します。基礎的英文法お
よび基本構文の知識はあるとの前提で講義を行ないます。  

授業到達目標
英語力が比較的ある学生を対象に、長文の科学英語を精確に読みとるための基礎力修得を目標
に指導します。TOEICとの関係では正確・迅速な読解力を身につけることによってリーディン
グ問題への対応力が身につきます。  

授業方法（学習指導法） 演習形式で行います。指定されたテキストは、決められた範囲を必ず予習してきてください。
  

授業内容

水産学部総合英語IIIは、1年次後期総合英語IIと同様に習熟度別クラスにて実施します。クラス
分けは、1年次の成績をもとに事前に発表しますので、掲示をよくみておいてください。（後
期英語コミュニケーションIIIは、従来どおりのクラスです）。

本年度の講義には、気候変動と海洋、海洋生態系、生物多様性、漁業と養殖業などに関して、
インターネット上に公的機関っから発表されているテキストを使います。テキストは配布しま
す。文法事項などについては適宜説明します。

回 内容

1
オリエンテーション
IUCN: The ocean and climate change

2 IUCN: The ocean and climate change

3 IUCN: The ocean and climate change

4 VIMS: Marine plankton food webs and climate change

5 VIMS: Marine plankton food webs and climate change

UNEP: Migratory species and climate change

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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6
3step小テスト

7 UNEP: Migratory species and climate change

8 中間試験
9 Global climate change and biodiversity

10 Global climate change and biodiversity

11 WorldFish Center: The threat to fisheries and aquaculture from climate change

12
WorldFish Center: The threat to fisheries and aquaculture from climate change
3step小テスト

13 G-TELP

14 Alaska Sea Grant: Fisheries adaptations to climate change

15 Alaska Sea Grant: Fisheries adaptations to climate change

16 定期試験

キーワード 科学英語、精読、英文法基礎  

教科書・教材・参考書 教材は配布します。  

成績評価の方法・基準等
13回目の講義においてG-TELPを行います。課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の
際に説明します。成績評価の方法については、以下の通りです。定期試験40%、中間試験20%
、G-TELPテスト 20%、 課外学習のe-learning 20%（3 Step CALL 10％、PowerWords10%）。  

受講要件（履修条件） 水産学部2年生の総合英語IIIは、3クラスを習熟度別に分けて実施されます。自分が受講するク
ラスを、全学教育事務室の掲示等で確認してください。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 講義には辞書(紙版でも電子辞書でもよい)を必ず持参すること。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   火１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013014  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2K（英4)) 

編集担当教員 　川島　浩勝 

授業担当教員名(科目責任者) 　川島　浩勝 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　川島　浩勝 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） （2K4）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 長崎外国語大学　3階334研究室  

担当教員TEL 095-840-2000（内線334)  

担当教員オフィスアワー 授業終了後、質問を受けつける。また、話し合いにより、後日、時間を設定する場合がある。
  

授業の概要及び位置づけ
「総合英語II」における学習成果を基に、英語のリスニングとリーディングにおけるバランス
のとれた情報処理能力を身につける。
 

授業到達目標

本授業の到達目標は、1）様々なジャンルの口語英語のスピード・イントネーション・リズム
に対応できる、2）語彙力のアップ、3）リスニングのスピードでより難しい文の処理・理解(
リーディング）ができるようになる、である。
 

授業方法（学習指導法）

様々なタスクを用い、リスニングとリーディングにフォーカスをあてた授業を行う。受講者が
自己の英語力を客観的に把握・理解できる場面が用意され、同時に、リスニングとリーディン
グの学習法を学べるように授業が組み立てられている。なお、シラバスの細部は状況に応じて
変更することがある。
 

回 内容
1 授業方針の説明・英語力診断テスト

2 多聴プログラム1(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング1

3 多聴プログラム2(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング2

4 多聴プログラム3(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング3

5 多聴プログラム4(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング4

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

6 多聴プログラム5(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング5, 3step 小テスト

7 多聴プログラム6(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング6

8 これまでの授業のまとめ

9 速読/精読プログラム1(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング1

10 速読/精読プログラム2(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング2

11 速読/精読プログラム3(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング3

12 Ｇ-ＴＥＬＰ

13 速読/精読プログラム4(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング4,
 3step 小テスト

14 速読/精読プログラム5(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング5

15 速読/精読プログラム6(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング6

16 学期末試験

キーワード 多聴、多読、速読、精読、語彙、文、談話  

教科書・教材・参考書
基本的にはプリント教材を配布するが、第１回目の授業で実施する英語力診断テストの結果に
よっては、副教材を購入する場合がある。
 

成績評価の方法・基準等

基本的に、G-TELP２０%・E-Learning２０％・レポート１５％・小テスト＆提出物１５％・期
末試験３０％とする。なお、欠席１回でマイナス７点（正当な理由がある場合は考慮する）と
なる等の「授業ルール」があるので注意すること。詳細は、第１回目の授業で配布する資料を
参照すること。
 

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 英語学習の意義を再度考え、課題に意欲的に取り組んで下さい。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   火１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013015  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2K（英2)) 

編集担当教員 　大坪　有実 

授業担当教員名(科目責任者) 　大坪　有実 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　大坪　有実 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） 2K2  

担当教員Eメールアドレス r_otsubo@hotmail.co.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 非常勤講師控室　金曜日　12:00～12:45  

授業の概要及び位置づけ 絶滅危惧種や大気汚染など、世界各国で議論すべき問題や早急に解決すべき環境問題について
、英文読解を通し理解を深める。  

授業到達目標 世界でどのような環境問題が話題になっているのか理解し、各問題に対しての自分の考えをし
っかりと表現できるようになる。  

授業方法（学習指導法）
各課のkey words確認。続いて予習してきた英文解釈を生徒が発表する形で授業を進める。文法
の確認を通して、英文を正確に読むことを鍛える。最後に確認問題で理解度のチェックをする
。  

授業内容

リサイクル、緑の建築、大気汚染、生物多様性等、環境問題についての理解を深めていく。
回 内容

1
Introduction
授業の進め方、諸注意等

2 GLOBAL WARMING 1: CAUSES

3 GLOBAL WARMING 2: CONSEQUENCES

4 GLOBAL WARMING 3: SOLUTIONS

5 RECYCLING 1: SURE WE CAN

6
3 Step 小テスト
RECYCLING 2: ZERO WASTE

7 GREEN ARCHITECTURE: LIVING BUILDINGS

8 AIR POLUTION 1: "BAD NEWS"

9 AIR PULUTION 2: HELPLESS?

10 BIODIVERSITY 1: THE SPICE OF LIFE

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086220&formatCode=1&rowIndex=14&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/23 16:55:31]

11 BIODIVERSITY 2: THE LINGUISTIC LINK

12
3 Step 小テスト
BIODIVERSITY 3: SEEDS OF HOPE

13 G-TELP

14 SPEAKING OF THE ENVIRONMENT

15 ALL AT SEA

16 定期試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 EVERYDAY ECOLOGY 地球環境の『原因・解決』　南雲堂　￥1,700＋税  

成績評価の方法・基準等 G-TELP　20％　e-learning 20％　定期試験（授業への積極的な取り組み含む）60％  

受講要件（履修条件） 原則として、全回出席を授業認定の要件とする。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 新聞やテレビ等で定期的にニュースをチェックすることやニュースを英語吹き替えにすること
がこの授業の内容の理解を深めるために有用である。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013016  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E（英4)) 

編集担当教員 　大坪　有実 

授業担当教員名(科目責任者) 　大坪　有実 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　大坪　有実 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-31  

対象学生（クラス等） ２E４  

担当教員Eメールアドレス r_otsubo@hotmail.co.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 非常勤講師控室　金曜日　12:00～12:45  

授業の概要及び位置づけ 英字新聞の記事を通して、今話題となっている観光、文化、経済、科学技術等を理解する。  

授業到達目標 英字新聞の構成を理解し、新聞記事を正確に読む力がつくようになる。  

授業方法（学習指導法） 英字新聞の特徴を１課で１つずつ解説し、記事の正確な理解を深める。　予習してきた英文解
釈を口頭発表してもらい、解説を加える。  

授業内容

英字新聞の攻略法を学び、観光、文化、経済、健康等、あらゆる分野の理解を深める。
回 内容

1
Introduction
授業の進め方、諸注意等

2 Welcome to Moomin's Country!

3 A Smart Idea for Saving Energy

4 Training Moms from Abroad

5 We Love Kitty

6
3 Step 小テスト
How to Measure Happiness

7 Canned Foods Get Gourmet Treatment

8 Eco-Friendly Olympics

9 A Mere 7％
10 Girls' Night-In on the Sleeper Train

11 Honda Jet Wins U.S. Award

3 Step　小テスト

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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12
Health Concerns over Blue Light

13 G-TELP

14 Star Troupe in Taiwan

15 Electronics Manufacturer Adapts to Survive

16 定期試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 Insights 2014 金星堂　￥1,900＋税  

成績評価の方法・基準等 G TELP 20％　e-learning 20％　定期試験（授業への積極的な取り組みを含む）60％  

受講要件（履修条件） 原則的に、全回授業に出席することを授業認定の要件とする。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 新聞やテレビ等で定期的にニュースをチェックすることやニュースを英語吹き替えにすること
がこの授業の内容の理解を深めるために有用である。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   木１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013017  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英6)) 

編集担当教員 　藤内　則光 

授業担当教員名(科目責任者) 　藤内　則光 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　藤内　則光 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） （2L6 習熟度別）  

担当教員Eメールアドレス fujiuchi@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤控室  

担当教員TEL 095-840-2000　(Ext 335)  

担当教員オフィスアワー 外語大335研究室にて随時・要確認  

授業の概要及び位置づけ
この授業では、基礎的な読解と聴解の能力を総合的に向上させる訓練を行い、テキストと音声
の調和のとれた処理能力の獲得によって、受講生の英語力を向上させる。
また、この授業ではプロの教師の心構えも身につけていただきたい。  

授業到達目標
TOEIC450程度の英語リスニング運用能力の獲得を目的とする。単語、文法理解のためのリス
ニング能力の獲得は、他の技能の熟達に寄与する。  

授業方法（学習指導法） CALL教室の機材を適宜活用し、与えられた英語のテキストの聴解に音読を加えた訓練方式。  

授業内容

教科書は主教材と副教材の二種類を使用する。
授業開始当初は副教材を用い、基本的な英語の聴解とディクテーション、適宜発音指導を行
い、採点結果を出席した証拠として回収するとともに、提出物として平常点に加算する。
主教材は、英語の基本的なリスニング能力開発のための訓練形式。授業は難しいので、常に復
習を怠らないように。また、最終試験の評価割合が少ないので、時間外の学習を怠らないよう
に。
定期試験　１６回目開講時

回 内容

1
4/10 オリエンテーション、座席決定、教科書販売、期末試験の仕様発表、講義の心得確
認

2 4/17 副教材 Unit 1、主教材 教科書 Unit 1

3 4/24 副教材 Unit 3、主教材 教科書 Unit 2

4 5/1 副教材 Unit 4、主教材 教科書 Unit 3

5 5/8 副教材 Unit 5、主教材 教科書 Unit 4

6
5/15 副教材 Unit 6、主教材 教科書 Unit 5
3-Step CALL 小テスト

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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7 5/22 副教材 Unit 7、主教材 教科書 Unit 6

8 5/29 副教材 Unit 8、主教材 教科書 Unit 7

9 6/5 副教材 Unit 9、主教材 教科書 Unit 8

10 6/12 副教材 Unit 11、主教材 教科書 Unit 9

11 6/19 副教材 Unit 12、主教材 教科書 Unit 10

12
6/26 副教材 Unit 13、主教材 教科書 Unit 11
3-Step CALL 小テスト

13 7/3 G-TELP試験とまとめ
14 7/10 副教材 Unit 14、主教材 教科書 Unit 12

15 7/17 副教材 Unit 21、主教材 教科書 Unit 13

16 7/31 定期試験 90分、提出物最終締め切り

キーワード  

教科書・教材・参考書 主教材：English Sound Box(金星堂) 副教材：Campus Listening(成美堂)  

成績評価の方法・基準等

全て主教材より
定期試験40%(単語理解10%、内容理解30%)
平常点20%(発音実技の録音と副教材解答結果提出) 
G-TELPスコア換算20%
課外学習のe-learning 20%（3 Step CALL　10％、PowerWords10％）課外学習のe-learningに関し
ては第１回目の授業の際に説明します。  

受講要件（履修条件） 教科書を購入し、発音記号が載っている英和辞典を必ず携行して授業に臨むこと。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ CDを聞いて、耳を慣らしておく程度の事前訓練をしてください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013018  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英5)) 

編集担当教員 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(科目責任者) 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　藤本　ゆかり 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-41  

対象学生（クラス等） （2T5）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-819-2078(全学教育事務室）  

担当教員オフィスアワー 月曜日１２時００分より  

授業の概要及び位置づけ

世界中から発信された、最新の環境や健康に関するニュースを読み、興味深い内容の英文を通
して、世界の環境や健康に対する関心を益々高め、知識を得、役立てる。フレーズ・リーディ
ングという方法により、英語の理解度を高めると同時に、話す為・書く為の英文を作り上げる
能力と技能を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習することで、聴く力を養う。総合的な
英語の技能を定着させ、さらに向上させる。英文法の復習を行い、英語の基礎及び応用力を身
に付ける。また、英字新聞を読む自信をつける。  

授業到達目標

健康に対して関心を持ち、生活に役立てることができる。話したいことを組み立てるための基
本的な能力を養うことができる。英文を英語で理解し（読む・聴く）、英語で考えて英語を使
う（話す・書く）能力の基を養成することができる。発音の改善ができる。応用的な文法の運
用ができるようになる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようになる
。  

授業方法（学習指導法）
CDを用いながら、声に出して読む訓練を行い、話す能力へと発展させていく。発音の指導を
行うので、積極的に活動に参加する。テキストに解答を書き込んで、理解を確かなものにする
。読解の方法、及び文法事項を説明する。英語習得の方法を、資料等を用いて指導する。  

リーディングの方法として、準備段階を踏んで、フレーズ・リーディングを中心に、様々な
リーディングの活動（スキミング、スキャニング、フレーズ・リーディング、リピーティン
グ）を行う。CDを聴きながら、英文をフレーズごとにリピーティングする。リーディングに
ついては、英文ニュース全体をスキミングとスキャニングにより、内容の把握と理解をする。
さらに、文法事項の復習を行い、TOEIC形式の文法問題を解く。本文の表現を用いて、英作文
をする。（テキストに無記入の箇所が無いように書き込んでいく。）また、英語の習得の方法
について、資料等を用いて指導を行う。
英文は英字新聞から選ばれてきたもので、フレーズ・リーディングを行うことで、教科書は特
色あるものである。
毎回の授業には、必ず予習をして臨みましょう。英単語の意味を調べ、英作文を自分で考えて
おくこと。
また、聴く・話すという能力は、毎日欠かさず練習しなくては向上しないので、自宅で予習と

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

復習を必ず行ってください。自学が非常に重要な意味を持ちます。継続が大切であり、各自目
標を定めて努力することを期待します。

回 内容
1 ４月　７日　　導入・授業内容の説明
2 ４月１４日　　Unit １
3 ４月２１日　　Unit ２
4 ４月２８日　　Unit ３
5 ５月１２日　　Unit ４

6
５月１９日　　Unit ５
3step小テスト①

7 ５月２６日　　Unit ６
8 ６月　２日　　Unit ７
9 ６月　９日　　Unit ８
10 ６月１６日　　Unit ９
11 ６月２３日　　Unit １０

12
６月３０日　　Unit １１
3Step小テスト②

13 ７月　７日　　G-TELPポスト・テストとまとめ
14 ７月１４日　　Unit １２
15 ７月２８日　　Unit １３
16 ８月　４日　　定期試験

キーワード リーディング／リスニング／英文法／英作文／TOEIC／英字新聞／世界の出来事・ 環境・健
康  

教科書・教材・参考書
The Picture of Health　「健康と食品ニュースで読む現代社会」　（小笠原真司　他：　南雲堂
） 英和辞典（電子辞書）を必携すること。  

成績評価の方法・基準等

このクラスの成績評価は下記のとおりです。定期試験の成績を60％、共通テスト（G-TELPテ
スト）の結果を20％、課外学習のe-learning20％（3 Step CALL 10％、Power Words10％）を基準
とします。定期試験を筆記で行います。課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に
説明します。
また、受講中の活動や態度を非常に重視しますので、注意しましょう。  

受講要件（履修条件） 授業には、全回出席することを期待します。必ず予習をして臨みましょう。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 授業には必ず予習をして臨んでください。英単語の意味をあらかじめ調べて、文章の大意をつ
かみ、テキストの問題を解いておきましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013019  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英3)) 

編集担当教員 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(科目責任者) 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　藤本　ゆかり 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-42  

対象学生（クラス等） （2E3）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-819-2078(全学教育事務室）  

担当教員オフィスアワー 金曜日1２時より  

授業の概要及び位置づけ

日本の企業に関する興味深い内容の英文を通して、経済に対する関心を益々高め、知識を得、
役立てる。フレーズ・リーディングという方法により、英語の理解度を高めると同時に、話す
為・書く為の英文を作り上げる能力と技能を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習するこ
とで、聴く力を養う。総合的な英語の技能を定着させ、さらに向上させる。また、和訳の仕方
を学び、英文法の復習を行い、英語の基礎及び応用力を身に付ける。また、日本経済について
の考えを、より深める。  

授業到達目標

日本の企業に対して関心を持ち、将来に役立てることができる。話したいことを組み立てるた
めの基本的な能力を養うことができる。英文を英語で理解し(読み・聴き)、英語で考えて英語
を使う(話す・書く)能力の基を養成することができる。発音の改善ができる。応用的な文法の
運用ができるようになる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようにな
る。  

授業方法（学習指導法）
CDを用いながら、声に出して読む訓練を行い、話す能力へと発展させていく。発音の指導を
行うので、積極的に活動に参加する。テキストに解答を書き込んで、理解を確かなものにする
。読解の方法、及び文法事項を説明する。英語習得の方法を指導する。  

リーディングの方法として、準備段階を踏んで、フレーズ・リーディングを中心に様々なリー
ディングの活動（スキミング、スキャニング、フレーズ・リーディング、リピーティング）を
行う。CDを聴きながら、与えられたフレーズごとに日本語に訳をする。次に再びCDを聴い
て、英文をフレーズごとにリピーティングする。リーディングについては、英文ニュース全体
をスキミングとスキャニングにより、内容の把握と理解をする。さらに、文法事項の復習を行
い、リスニングと英作文の問題を解く。本文の表現を用いて、英作文をする。（テキストに無
記入の箇所が無いように書き込んでいく。）　また、英語の習得の方法について、資料等を用
いて指導を行う。
英文は日本の企業を取り扱い、教科書は特色あるものである。資料を用いて、経済の問題を考
える。
毎回の授業には、必ず予習をして臨みましょう。英単語の意味を調べ、英作文を自分で考えて
おくこと。

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

また、聴く・話すという能力は、毎日欠かさず練習しなくては向上しないので、テキスト付録
のCDを用いて、自宅で予習と復習を必ず行ってください。自学が非常に重要な意味を持ちま
す。継続が大切であり、各自目標を定めて努力することを期待します。

回 内容
1 ４月１１日　　導入・授業内容の説明
2 ４月１８日　　Chapter １
3 ４月２５日　　Chapter ２
4 ５月　２日　　Chapter ３
5 ５月　９日　　Chapter ４

6
５月１６日　　Chapter ５
3Step小テスト①

7 ５月２３日　　Chapter ６
8 ５月３０日　　Chapter ７
9 ６月　６日　　Chapter ８
10 ６月１３日　　Chapter ９
11 ６月２０日　　Chapter １０

12
６月２７日　　Chapter １１
3Step小テスト②

13 ７月　４日　　G-TELPポスト・テストとまとめ
14 ７月１１日　　Chapter １３
15 ７月１８日　　Chapter １４
16 ８月　１日　　定期試験

キーワード リーディング / リスニング／英文法／英作文／日本経済  

教科書・教材・参考書
Leading the Way: Major Japanese Corporations　（小澤健志　他：　南雲堂） 英和辞典（電子辞
書）を必携すること。  

成績評価の方法・基準等

このクラスの成績評価は下記のとおりです。定期試験の成績を60％、共通テスト（G-TELPテ
スト）の結果を20％、課外学習のe-learning20％（3 Step CALL 10％、Power Words10％）を基準
とします。定期試験を筆記で行います。課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に
説明します。また、受講中の活動や態度を非常に重視しますので、注意しましょう。  

受講要件（履修条件） 授業には、全回出席することを期待します。必ず予習をして臨みましょう。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 授業には必ず予習をして臨んで下さい。英単語の意味をあらかじめ調べて、文章の大意をつか
み、テキストの問題も解いておきましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期  曜日・校時   金１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013020  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英2)) 

編集担当教員 　濱﨑　大 

授業担当教員名(科目責任者) 　濱﨑　大 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　濱﨑　大 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） 2E2  

担当教員Eメールアドレス mohican007@hotmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL 単位に関するお問い合わせは、事務を通して行ってください。  

担当教員オフィスアワー 非常勤講師室在中可 月・金　昼休み  

授業の概要及び位置づけ リーディングを中心に必要な構文をより多く学ぶ機会を増やし、日本語訳、英語訳の対応力を
つけていきます。また、意訳の方法を学びながら、判断力、応用力をつけていきます。　  

授業到達目標

日本語とは語順の違う英語を、より早く、より自然に日本語訳できるように、つまり“理解”で
きるようになります。　同時に、英語力だけではなく教科書の内容から得る事ができる情報も
、知識人として必要なものになります。また、先に来る情報収集の際に必要な論文の読み方も
しっかりとした目標にすえていきます。  

授業方法（学習指導法） 受講生に回答の機会を与えて、日本語とは違う英語を自然に理解できるように講義を進めてい
きます。　受講生は受動的な姿勢ではなく、自発的で積極的な姿勢が必要です。  

授業内容

Unitの内容にそって、受講生に発言の機会を出来るだけ多く設けて進めていきます。　テーマ
は幕末の長崎について多く取り上げられているTextですが、Phrase Reading、Skimming-
Scanningや意訳の仕方、また、多種多様な単語、会話表現など、大学生に必要なSkillをTextで
習得して行きます。Listeningにおいては、大学が提供している3stepやPowerWordsを日常の取り
組みとします。

回 内容
1 第１回 Introduction

2 第２回　Unit 1 Dr. Jan Karel Van den Broek as a Teacher of Western Technology (1)

3 第３回 Unit 2 Dr. Jan Karel Van den Broek as a Teacher of Western Technology (2)

4 第４回 Unit 3 Pompe van Meerdervoort: Founder of the First Medical School in Japan (1)

5 第５回 Unit 4 Pompe van Meerdervoort: Founder of the First Medical School in Japan (2)

6
第６回 Unit 5 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (1)
3step 小テスト

7 第７回 Unit 6 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (2)

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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8 第８回 Unit 7 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (3)

9 第９回 Unit 8 Fat The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (4)

10 第１０回 Unit 9 The Introduction of Western-Style Chemistry and Pharmacy.

11 第１１回 Unit 10 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (1)

12
第１２回 Unit 11 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (2)
3step 小テスト

13 第１３回 Unit 12 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (3)

14 第１４回 G-TELP

15 第１５回 Unit 13 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan:Steam
 Factory Nagasaki 1856

16 第１６回 Final Examination

キーワード スキミング、スキャニング、キーワードリーディング、フレーズリーディング、読解力、先生
離れへの助長  

教科書・教材・参考書
Pioneers of Western-Style Medical Education and Modern Technology in Japan 英光社
各自持っている参考書、辞書（英和、和英）  

成績評価の方法・基準等

Class Attendance and Participation: 15%
G-TELPテスト 20%
課外学習のe-learning　20%（3 Step CALL　10％、PowerWords10％）課外学習のe-learningに関
しては第１回目の授業の際に説明します。
Final Examination 45%  

受講要件（履修条件）

全講義出席が原則。　ただし、正当な理由で欠席する場合は個人指導を行う。(課外クラブ活
動に関しては正当な理由とは認められません。)　講義、演習の妨害行為は大人のモラルをも
って自重してください。（スマートフォンの操作等）　目に余る場合は、退室及び辞退を申し
入れます。
欠席回数が1/3以上で学期末試験の受講資格を失います。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
G-TELPテストに関する詳細は、担当教員により授業時に説明が行われます。また、掲示にも
よく注意しておいてください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013021  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M1) 

編集担当教員 廣江　顕 

授業担当教員名(科目責任者) 廣江　顕 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 廣江　顕 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） 2M1  

担当教員Eメールアドレス ahiroe@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター廣江研究室（環境科学部1階）  

担当教員TEL 095-819-2378  

担当教員オフィスアワー メールにより随時受け付ける  

授業の概要及び位置づけ 論理的に大意を素早く日本語でまとめる訓練を行い、かつ英語で要約を行える基礎固めを行う
。  

授業到達目標 まとまった英文の大意をつかみながら、日本語と英語で要約ができるようになる。  

授業方法（学習指導法） 授業の前半では、リスニングテストを行い、その後、解答・解説を行う。後半では、プリント
教材を用いてreadingに特化した、論理的に大意をつかむ訓練を行う。  

授業内容

回 内容
1 Introduction, sample listening test, e-learning教材の説明
2 Listening 1, プリント教材(1)

3 Listening 2, プリント教材(1)

4 Listening 3, プリント教材(2)

5 Listening 4, プリント教材(2)

6 3Step小テスト(1)（約30分程度）, プリント教材(3)

7 Listening 5, プリント教材(3)

8 Listening 6, プリント教材(4)

9 Listening 7, プリント教材(4)

10 Listening 8, プリント教材(5)

11 Listening 9, プリント教材(5)

12 3Step小テスト(2), G-TELP対策演習
13 G-TELP

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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14 Listening 10, プリント教材の総復習
15 まとめ
16 定期試験

キーワード reading, summary wirting, listening  

教科書・教材・参考書 プリント教材, 参考書等は授業時に指示する  

成績評価の方法・基準等 リスニング(20%), 3Step CALL System(10%), Power Words(10%), G-TELP(20%), 定期試験(40%)  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013022  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M2) 

編集担当教員 　宇佐美　康子 

授業担当教員名(科目責任者) 　宇佐美　康子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　宇佐美　康子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-22  

対象学生（クラス等） （2M2）  

担当教員Eメールアドレス usamikan@fsinet.or.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 月曜日昼休み  

授業の概要及び位置づけ

今まで培ってきた一文一文を正確に読む(精読)力を保持しつつ、ある程度まとまった量の英文
を、ある程度速く読んで、ある点についての情報をできるだけ正確に取る、或いは、大意を取
る(速読)力を育てる。英語文章の構成を学び、段落ごとの要点と段落間の関係を取る練習をす
る。また、聴解の活動を通して、英語によるオーラルコミュニケーションの基礎を強化する。
英語は現在多くの分野において、世界共通言語となっており、第一線の情報は、英語経由で最
も早く詳しく手に入る傾向にある。その現状を前提に、実践で役立つような英語の読解力の向
上を目指す。 
 

授業到達目標

テキスト程度の英文をある程度の速さで読み、必要な情報を探せ、ある程度の大意が取れるこ
と。必要な場合は、正確な英文理解のために基本文法が適用でき、正確に意味が取れること。
文脈に応じて語彙の解釈ができること。日本語を介せずに英文が理解できること。基本的な英
語を、聞いて理解できること。 
 

授業方法（学習指導法） 演習形式  

科学誌 Nature が発信している Nature News に掲載されている記事を原文のまま使用しているテ
キストを読む。15回の授業の初めの5回は精読を中心に、途中の5回は速読を中心に、最後
の5回はその2種類のスキルの両方をバランスよく組み合わせて使えるように演習を行う。

授業の最初は、英作文、或いは英単語の小テストを行う。テスト範囲は、毎回指定する。
その後、リーディングの練習をするす。（学生は指示された範囲や内容を、音読を含め必ず家
庭で予習して授業に参加すること。各文の意味を取る、或いは、各英単語の音を確かめるだけ
でなく、英語のリズムとスピードで音読できることは、将来、ある程度のまとまった量をある
程度の速さで読むためには大切であるので、音読を軽視しないこと。）次に、必要な情報を抜
き出す、大意を取る、文法を確認する、精読する、などを行う。テキストにある設問を適宜利
用する。
場合によってはプリント教材を用いて、リスニング、音読、リーディングの練習をする。

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

回 内容

1
イントロダクション、
Unit 1 Lizards succumb to global warming

2 Unit 1 Lizards succumb to global warming

3 Unit 2 Fossil rewrites early human evolution

4 Unit 3 Cutting caloires may improve memory

5
Unit 4 Animal-rights activists invade Europe

3step小テスト(15分程度)

6 Unit 5 Brain implant allows mute man to speak

7 Unit 6 Blood tests using sticky tape and paper

8 Unit 7 Colour blindness corrected by gene therapy

9
Unit 8 How aircraft emissions contribute to warming

3step小テスト(15分程度)

10 Unit 9 Malaria becoming more drug resistant

11 G-TELP

12 Unit 10 Brain scan allows unconscious patient to communicate

13 Unit 11 Ocean mercury on the increase

14 Unit 12 Genetic test predicts eye colour

15 総復習、プリント
16 期末テスト

キーワード スキミング、スキャニング、キーワードリーディング、フレーズリーディング、リピーティン
グ  

教科書・教材・参考書
Science Reader Ⅱ in association with nature, MACMILLAN LANGUAGEHOUSE,
￥2000+税  

成績評価の方法・基準等
G-TELP 20%、 課外学習のe-learning　20%（3 Step-CALL　10％、Power Words 10％）、定期試
験約45%、授業への参加(小テスト含む）約15%。
課外学習の e-learningに関しては第１回目の授業の際に説明する。  

受講要件（履修条件） 全回出席が原則。第一回目の授業の初めに教室で教科書を購入するので、代金を忘れずに。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ

毎回小テストをします。これは前回の授業の復習になり、好評です。
予習して授業に臨むことが原則です。
英語の力を維持し、さらに向上させるためには、大学での授業に加えて家庭での学習が必要で
す。英語が苦手な学生もいると思いますが、努力すれば、必ず英語の力は向上します。がんば
ってください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013023  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M3) 

編集担当教員 光野　百代 

授業担当教員名(科目責任者) 光野　百代 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 光野　百代 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） ２Ｍ３  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 言語教育センター  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 木曜３限  

授業の概要及び位置づけ
この授業は、英語の表現形式に親しみ、使い、練習しながら、英語的な思考・表現の理解を深
め、読む、書く、聞く、話すというコミュニケーション技能を統合して高めることに重点をお
きます。  

授業到達目標
コミュニケーション能力を習得するために、英語の論理で成り立った、基礎的な情報伝達パタ
ーンの理解を深め、相手の意見を把握し、自分の考えを相手に伝えるコミュニケーション技能
を習得し、英語学習への関心と自信をもつことを目標とします。  

授業方法（学習指導法）
短い練習問題からはじめ、授業の進度に応じてニュース等の具体例の検討を通して、グループ
ワークや発表を行います。
また、必要に応じて文法や語句の説明を行います。  

授業内容

授業のはじめに英語のコミュニケーション能力を習得するために重要な学習活動を概観し、英
語の表現形式を確認しながら授業を進めます。
授業の進度に応じて、授業計画が変更になることもあります。

回 内容
1 introduction

2 Unit1

3 Unit1

4 Unit2

5 Unit2

6
Unit3
3 Step 小テスト

7 Unit3

8 復習

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Unit4

10 Unit4

11 Unit5

12
Unit5
3 Step 小テスト

13 G-TELP試験
14 Unit6

15 Unit6

16 期末試験

キーワード コミュニケーション能力、クリティカルシンキング  

教科書・教材・参考書
Critical Thinking―Language Skills for Clear Communication 朝日出版社　１７８５円
英語の辞書
必要に応じてハンドアウトを適宜配布。  

成績評価の方法・基準等 Ｇ－ＴＥＬＰ（２０％）、Ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ（２０％）、授業活動・課題への積極的参加
（２０％）、期末試験（４０％）  

受講要件（履修条件）

基本的に授業には毎回遅れないように出席して下さい。授業を5回以上欠席した場合は成績評
価の対象としません。また、2回の遅刻で１回の欠席とカウントしますので注意してください
。
最初の授業は、この授業の計画を説明するので必ず出席してください。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013024  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英6)) 

編集担当教員 　濱﨑　大 

授業担当教員名(科目責任者) 　濱﨑　大 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　濱﨑　大 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-34  

対象学生（クラス等） 2T6  

担当教員Eメールアドレス mohican007@hotmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL 単位に関するお問い合わせは、事務を通して行ってください。  

担当教員オフィスアワー 非常勤講師室在中可  

授業の概要及び位置づけ リーディングを中心に必要な構文をより多く学ぶ機会を増やし、日本語訳、英語訳の対応力を
つけていきます。また、意訳の方法を学びながら、判断力、応用力をつけていきます。　  

授業到達目標

日本語とは語順の違う英語を、より早く、より自然に日本語訳できるように、つまり“理解”で
きるようになります。　同時に、英語力だけではなく教科書の内容から得る事ができる情報も
、知識人として必要なものになります。また、先に来る情報収集の際に必要な論文の読み方も
しっかりとした目標にすえていきます。  

授業方法（学習指導法） 受講生に回答の機会を与えて、日本語とは違う英語を自然に理解できるように講義を進めてい
きます。　受講生は受動的な姿勢ではなく、自発的で積極的な姿勢が必要です。  

授業内容

Unitの内容にそって、受講生に発言の機会を出来るだけ多く設けて進めていきます。　テーマ
は幕末の長崎について多く取り上げられているTextですが、Phrase Reading、Skimming-
Scanningや意訳の仕方、また、多種多様な単語、会話表現など、大学生に必要なSkillをTextで
習得して行きます。Listeningにおいては、大学が提供している3stepやPowerWordsを日常の取り
組みとします。

回 内容
1 第１回 Introduction

2 第２回　Unit 1 Dr. Jan Karel Van den Broek as a Teacher of Western Technology (1)

3 第３回 Unit 2 Dr. Jan Karel Van den Broek as a Teacher of Western Technology (2)

4 第４回 Unit 3 Pompe van Meerdervoort: Founder of the First Medical School in Japan (1)

5 第５回 Unit 4 Pompe van Meerdervoort: Founder of the First Medical School in Japan (2)

6
第６回 Unit 5 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (1)
3step 小テスト

7 第７回 Unit 6 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (2)

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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8 第８回 Unit 7 The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (3)

9 第９回 Unit 8 Fat The Dutch Navy and the Transfer of Technology to Japan (4)

10 第１０回 Unit 9 The Introduction of Western-Style Chemistry and Pharmacy.

11 第１１回 Unit 10 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (1)

12
第１２回 Unit 11 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (2)
3step 小テスト

13 第１３回 Unit 12 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan (3)

14 第１４回 G-TELP

15 第１５回 Unit 13 The Dutch Steamship Company Fijenoord and its Dealings with Japan:Steam
 Factory Nagasaki 1856

16 第１６回 Final Examination

キーワード スキミング、スキャニング、キーワードリーディング、フレーズリーディング、読解力、先生
離れへの助長  

教科書・教材・参考書
Pioneers of Western-Style Medical Education and Modern Technology in Japan 英光社
各自持っている参考書、辞書（英和、和英）  

成績評価の方法・基準等

Class Attendance and Participation: 15%
G-TELPテスト 20%
課外学習のe-learning　20%（3 Step CALL　10％、PowerWords10％）課外学習のe-learningに関
しては第１回目の授業の際に説明します。
Final Examination 45%  

受講要件（履修条件）

全講義出席が原則。　ただし、正当な理由で欠席する場合は個人指導を行う。(課外クラブ活
動に関しては正当な理由とは認められません。)　講義、演習の妨害行為は大人のモラルをも
って自重してください。（スマートフォンの操作等）　目に余る場合は、退室及び辞退を申し
入れます。
欠席回数が1/3以上で学期末試験の受講資格を失います。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
G-TELPテストに関する詳細は、担当教員により授業時に説明が行われます。また、掲示にも
よく注意しておいてください。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013025  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英7)) 

編集担当教員 　西原　真弓 

授業担当教員名(科目責任者) 　西原　真弓 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　西原　真弓 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-44  

対象学生（クラス等） 工学部（2T7)  

担当教員Eメールアドレス nishihara@kwassui.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 月曜日の授業の前後、それ以外はメールで連絡してください  

授業の概要及び位置づけ
この授業では、英語の４技能を向上させることを目的としており、日本の最新技術や企業の取
組に関する記事を読んだり、そのテーマに関する英語会話を聞いたりしながら、情報を取る練
習をする。  

授業到達目標
科学技術に関わる英語に触れ、その内容を読み取り、英語で話される内容を聞き取れるように
なることを目標とする。さらに、その内容に関して要約したり意見をまとめたりできるように
なる。  

授業方法（学習指導法）
毎回予習をして授業にのぞむことが求められる。授業内では、内容把握に関して英語で質疑応
答がなされる。また、読み物や会話の内容の要約を英語でするので、間違いを恐れず積極的に
参加すること。  

授業内容

回 内容

1
授業の進め方に関して説明
Unit 1 Design First!

2 Unit 2 Meeting Athletes' Needs

3 Unit 3 Seven Years in the Making

4 Unit 4 MEISTeR to the Rescue

5 Unit 5 Space Station Science

6
Unit 6 Driving Control & Safety
3 step 小テスト

7 Unit 7 Renewing Plastics

8
中間テスト
Unit 8 Directing the Blind

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Unit 9 Music and Architecture in Harmony

10 Unit 10 Painless Injections

11 Unit 11 Tsunami Defense

12
Unit 12 Improving Business Performance
3 step 小テスト

13 G-TELP

14 Unit 13 An Efficient Refrigerant

15 Unit 14 Atmospheric Observation

16 定期試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 Mukuhira,A 他　『Japan's Skyline』（金星堂）  

成績評価の方法・基準等 中間・定期試験　60%、G-TELP 20%、課外学習e-learning 20% (3 step 10%, Power Words 10%)  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013026  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英8)) 

編集担当教員 　ローン　悦子 

授業担当教員名(科目責任者) 　ローン　悦子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　ローン　悦子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-36(call2)  

対象学生（クラス等） 2T(英8)  

担当教員Eメールアドレス etsukolawn@hotmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて質問を受け付けます。  

授業の概要及び位置づけ
本授業では、これまでに修得した英語の読む、書く、聞く、話す、の４技能の力を総合的に伸
ばし、実践的な運用能力をさらに高めることを目標とします。特に、日本人学習者が苦手とす
るアウトプットの能力の向上を目指します。  

授業到達目標
授業を通して、英語力向上の意識を、従来の「どれくらい知っているか」の知識構築型から、
「どれだけ使えるか」に変えていくことを目標とします。また洋画を英語(音声、字幕)でより
理解できるようにすることを目標とします。  

授業方法（学習指導法）

授業では、テキストをベースに英語の４技能の力をバランスよく伸ばす練習をします。また、
新しい語彙、表現力を増やすためにauthentic な教材（配布物）、洋画を使用し（DVD視聴）、
Readers’ theater などの活動を通してペアーワーク、グループワークをより多く取り入れて授業
を進めていきます。英語圏の文化、習慣の違いにも触れていきます。  

授業は、演習形式で行います (テキストは全6課からなっていますが、授業の進み具合で進度、
内容設定を調節しながら進めていきます)。特に日本人が苦手とするアウトプットの能力に力
を入れるために、受講生にはできる限り回答の機会を設け、ペアーワーク、グループワークを
通して「使える」表現の定着を図ります。スーピーキングの明瞭さを向上させるため
に、DVDの視聴、Readers’ theaterなどの活動を通し、イントネーション、単語のつなぎ方（リ
ンキング）母音の長音化などに焦点をあてて練習していきます。テキスト付属のオンライン
ワークブック、Self-study CD-ROMを使用し予習、復習をして授業に臨んで下さい。また、本
授業では、e-learning教材を課外学習として取り組んでもらいます(評価20%)。

回 内容

1 第 1回　9月29日 オリエンテーション、授業の進め方、Self-introduction、DVD視聴(２回
目以降も継続的に視聴)

2 第 2回　10月6日 テキストOnline Workbookの初期設定、 Education

3 第 3回　10月20日 Education

4 第 4回　10月27日 e-learning復習他

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容 5 第 5回　11月10日 Readers’ theater

6 第 6回　11月17日 ①3 Step 小テスト Personal stories

7 第 7回　12月1日 Personal stories

8 第 8回　12月8日 Readers’ theater

9 第 9回　12月15日 Organizing time

10 第10回　12月22日 e-learning復習他
11 第11回　1月5日 G-TELP （予定）
12 第12回　1月19日 ②3 Step 小テスト Organizing time

13 第13回　1月20日 Organizing time

14 第14回　1月26日 Readers’ theater

15 第15回　2月2日 Review

16 第16回　2月9日　定期試験　

キーワード フレーズリーディング、シャドーイング、リピーティング、ディクテーション  

教科書・教材・参考書

教科書としてJack C. Richards・David Bohlke 著　『Four Corners 3 Student’s Book A with Online 
Workbook』 Cambridge University Press - ISBN:9781107687271 を使用します。
*第１回目の授業までに、必ず生協の販売コーナーで各自購入して下さい。
 

成績評価の方法・基準等
定期試験20%、 G-TELP20%、授業中の発表、小テスト、課題、Readers’theater 30%、積極的な
授業への参加10%、課外学習のe-learning 20%(3 Step Call System 10%, PowerWords10%)を総合的
に判断します。  

受講要件（履修条件）
教科書、英語辞典（電子辞書も可）を毎回持参、また毎回授業に出席すること（時間厳守）。
学習した内容は、きちんと復習すること！
 

備考（URL）  

学生へのメッセージ 英語が話せると世界（チャンス）が広がります。今できることをどんどんトライして下さい。
  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013027  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英9)) 

編集担当教員 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(科目責任者) 　藤本　ゆかり 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　藤本　ゆかり 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-23  

対象学生（クラス等） （2T9）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-819-2078(全学教育事務室）  

担当教員オフィスアワー 月曜日１０時３０分より  

授業の概要及び位置づけ

世界中から発信された、最新の環境や健康に関するニュースを読み、興味深い内容の英文を通
して、世界の環境や健康に対する関心を益々高め、知識を得、役立てる。フレーズ・リーディ
ングという方法により、英語の理解度を高めると同時に、話す為・書く為の英文を作り上げる
能力と技能を伸ばす。また、この方法を繰り返して練習することで、聴く力を養う。総合的な
英語の技能を定着させ、さらに向上させる。英文法の復習を行い、英語の基礎及び応用力を身
に付ける。また、英字新聞を読む自信をつける。  

授業到達目標

健康に対して関心を持ち、生活に役立てることができる。話したいことを組み立てるための基
本的な能力を養うことができる。英文を英語で理解し（読む・聴く）、英語で考えて英語を使
う（話す・書く）能力の基を養成することができる。発音の改善ができる。応用的な文法の運
用ができるようになる。各自で目的を再認識し、英語の学習に対する意欲を持てるようになる
。  

授業方法（学習指導法）

CDを用いながら、声に出して読む訓練を行い、話す能力へと発展させていく。発音の指導を
行うので、積極的に活動に参加する。テキストに解答を書き込んで、理解を確かなものにする
。読解の方法、和訳の技術、及び文法事項を説明する。英語習得の方法を、資料等を用いて指
導する。  

リーディングの方法として、準備段階を踏んで、フレーズ・リーディングを中心に、様々な
リーディングの活動（スキミング、スキャニング、フレーズ・リーディング、リピーティン
グ）を行う。CDを聴きながら、英文をフレーズごとにリピーティングする。リーディングに
ついては、英文ニュース全体をスキミングとスキャニングにより、内容の把握と理解をする。
さらに、文法事項の復習を行い、TOEIC形式の文法問題を解く。本文の表現を用いて、英作文
をする。（テキストに無記入の箇所が無いように書き込んでいく。）　また、英語の習得の方
法について、資料等を用いて指導を行う。
英文は英字新聞から選ばれてきたもので、フレーズ・リーディングを行うことで、教科書は特
色あるものである。
毎回の授業には、必ず予習をして臨みましょう。英単語の意味を調べ、英作文を自分で考えて
おくこと。

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

また、聴く・話すという能力は、毎日欠かさず練習しなくては向上しないので、自宅で予習と
復習を必ず行ってください。自学が非常に重要な意味を持ちます。継続が大切であり、各自目
標を定めて努力することを期待します。

回 内容
1 ９月２９日　　導入・授業内容の説明
2 １０月　６日　　Unit １
3 １０月２０日　　Unit ２
4 １０月２７日　　Unit ３
5 １１月１０日　　Unit ４

6
１１月１７日　　Unit ５
3Step小テスト①

7 １２月　１日　　Unit ６
8 １２月　８日　　Unit ７
9 １２月１５日　　Unit ８
10 １２月２２日　　Unit ９
11 　１月　５日　　G-TELPポスト・テストとまとめ

12
　１月１９日　　Unit １０
3Step小テスト②

13
　１月２６日　　Unit １１

※　翌日２７日は火曜日ですが、月曜日の授業が行われます。

14
　１月２７日　　Unit １２

※　火曜日ですが、前日に続いて月曜日の授業を行います。
15 　２月　２日　　Unit １３
16 　２月　９日　　定期試験

キーワード リーディング／リスニング／英文法／英作文／TOEIC／英字新聞／世界の出来事・ 環境・健
康  

教科書・教材・参考書
The Picture of Health　「健康と食品ニュースで読む現代社会」　（小笠原真司　他：　南雲堂
） 英和辞典（電子辞書）を必携すること。  

成績評価の方法・基準等

このクラスの成績評価は下記のとおりです。定期試験の成績を60％、共通テスト（G-TELPテ
スト）の結果を20％、課外学習のe-learning20％（3 Step CALL 10％、Power Words10％）を基準
とします。定期試験を筆記で行います。課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に
説明します。
また、受講中の活動や態度を非常に重視しますので、注意しましょう。  

受講要件（履修条件）
今年度工学部２年生の総合英語Ⅲは、習熟度別クラスに分けて実施されます。クラスが指定さ
れますので、自分が受講するクラスを、10月初めに全学教育事務室の掲示板で確認して下さい
。授業には、全回出席することを期待します。授業には必ず予習をして臨みましょう。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 授業には必ず予習をして臨んでください。英単語の意味をあらかじめ調べて文章の大意をつか
み、テキストの問題も解いておきましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月１ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013028  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2T(英10)) 

編集担当教員 　香川　実成 

授業担当教員名(科目責任者) 　香川　実成 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　香川　実成 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-13  

対象学生（クラス等） 2T10  

担当教員Eメールアドレス midvinter.jk@gmail.com  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 09043429702  

担当教員オフィスアワー 月曜日12:00～12:30、及びEメールにて（midvinter.jk@gmail.com）  

授業の概要及び位置づけ ボトムアップとトップダウンの両方のアプローチによって、英文情報を緻密に、及び効率的に
理解できるようになることを目指します。  

授業到達目標

①基本的なアカデミック・ボキャブラリーを文脈に応じて自由に使えるようにする、
②基本的なリーディング･ストラテジーを習得する、
③英文パッセージの内容について、フローチャートや表を頭の中にイメージする、あるいは実
際に書くことによって、情報を整理しながら理解できるようになる、
―以上の３つを目標とします。  

授業方法（学習指導法） 毎回の予習と復習の確認作業（小テストを含む）を通して、演習形式でおこないます。  

授業内容

回 内容

1
授業の進め方と課題の内容
Chapter 1: A Family Sees America Together

2 Chapter 2: Volunteer Vacations

3 Chapter 3: How Alike Are Identical Twins?

4 Chapter 4: The Search for Happiness through Adoption

5 Chapter 5: Robots: The Face of the Future

6
Chapter 6: A New Way to Go
3step小テスト(1)

7 Midterm Test: Chapters 1-6

8 Chapter 7: Improving Lives with Pet Therapy

9 Chapter 8: A Healthy Diet for Everyone

10 Chapter 9: Alfred Nobel: A Man of Peace

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Chapter 10: Marie Curie: Nobel Prize Winner

12
Chapter 11: Oil as an Important World Resource
3step小テスト(2)

13 G-TELP共通テスト
14 Chapter 12: Earthquakes - Hard to Predict

15 Final Test: Chapters 7-12

16 定期試験

キーワード アカデミック・ボキャブラリー　図･表による情報整理  

教科書・教材・参考書
Reading Access ― Skills for Academic Success（『読解力の基礎を固めるためのリーディングス
キル』）（2014年、センゲージラーニング）  

成績評価の方法・基準等

G-TELP：20%
E-Learning：20%
定期試験：40%
予習/復習確認小テスト：20%  

受講要件（履修条件） 原則として全回出席し、すべての小テストを提出することを単位認定の要件とする。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   月２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013029  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2D1・2D2) 

編集担当教員 　西原　真弓 

授業担当教員名(科目責任者) 　西原　真弓 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　西原　真弓 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-44  

対象学生（クラス等） 2D1・2D2  

担当教員Eメールアドレス nishihara@kwassui.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後、それ以外はメールで連絡してください  

授業の概要及び位置づけ
日本語と対訳で英語の単語を覚えるのではなく、英語のコアの意味をイメージし、英語の表現
の幅を広げる。リスニングに関しては、音の変化に気づき、英語らしいリズムで音読できるよ
うに練習することで、リスニング力の向上を目指す。  

授業到達目標
英語のコアのイメージをつかみ、英語の表現力の幅を広げる。それにより、英語での発信力を
向上させることを目標とする。リスニングに関しては、英語の音変化を知り、自然な英語が聞
き取れるようにする。  

授業方法（学習指導法） 毎回表現の小テストを行う。テキストは事前に予習をしてくるように。授業内ではテキストの
他に、新聞記事を読ませる。  

回 内容
1 Unit 1 Fuel Your Body and Mind

2
Unit 1 の表現テスト
Unit 2 What Helps Keep a Doctor Away?

3
Unit 2 の表現テスト
Unit 3 Laughing Will Save You from Going Crazy

4
Unit 3 の表現テスト
Unit 4 The French Paradox

5
Unit 4 の表現テスト
Unit 5 American's Interest in Sushi

6
Unit 5 の表現テスト
Unit 6 Don't Stay Away from Natto
3 step 小テスト

7
中間テスト

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容
Unit 7 Acute Alcohol Intoxication Can Kill You

8
Unit 7 の表現テスト
Unit 8 Is Snoring A Bad Sign?

9
Unit 8 の表現テスト
Unit 9 Getting A Good Night's Sleep is a Challenge

10
Unit 9 の表現テスト
Unit 10 Chocolate and its Magical Power

11 Unit 11 The Health Risks of Eating Processed Food

12
Unit 12 Is Genetically Modified Food Safe Enough?
3 step 小テスト

13 G-TELP

14
Unit 12 の表現テスト
Unit 13 Environmental Health Threats

15
Unit 13 の表現テスト
Newspaper Ariticles

16 定期試験

キーワード  

教科書・教材・参考書
西原俊明他 『Better Health for Every Day』
（金星堂）  

成績評価の方法・基準等
中間・定期試験50%、小テスト10%、G-TELP 20%、
課外学習e-learning 20%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   火２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013030  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M4) 

編集担当教員 　山崎　有介 

授業担当教員名(科目責任者) 　山崎　有介 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山崎　有介 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） （2M4）  

担当教員Eメールアドレス pro-1223@i-next.ne.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業終了後  

授業の概要及び位置づけ

バラク・オバマ(44代大統領)をはじめスタン・リー(コミック原作者)、アンジェリーナ・ジョ
リー(女優)、レディ・ガガといった現在様々なシーンで活躍する知的刺激に富んだアメリカの
有名人が、平易な英文の記事で書かれている。英文を通じてアメリカの創造性の源の一端に触
れることで、4技能（Reading, Listening, Speaking, Writing）にわたる現代英語の運用能力を身に
つけてほしい。  

授業到達目標
無理なく通常の英文が読め、聴覚力を養うことで発音の向上を目指し、英語による表現力を豊
かにしたい。
TOEICや英検などの資格試験のスキルアップにも役立てたい。  

授業方法（学習指導法） 語彙の確認、リスニングによる音声把握、音読による発音練習、英文の読解力と表現力を養う
。  

授業内容

毎回１つずつUnitを進む。解読のための文法・構文ノート → Comprehension Questions →
 Listening Comprehension Exercise → English Composition の流れで進む。３回に１回の割合で小
テスト(単語テストを含む)を行う。

回 内容
1 Orientation & Introduction

2 Unit 1: Barack Obama: America's 44th President

3 Unit 2: Stan Lee: Creator of Marvel Comics

4 Unit 3: Angelina Jolie: Actress & Humanitarian

5 Unit 4: Justin Bieber: International Pop Idol

6
Unit 5: Mark Zuckerberk: Founder & CEO of Facebook
3 Step教材による小テスト(1)

7 Unit 6: Matt Damon: Outspoken Actor

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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8 中間のまとめ（筆記試験を含む）
9 Unit 7: Tim Cook: Leader of Apple Computer

10 Unit 8: Lady Gaga: Flamboyant Pop Singer

11 Unit 9: Marc Jacobs: Bi-Continental Fashion Designer

12
Unit 10: Michael Bloomberg: New York Mayor & Billionaire
3 Step教材による小テスト(2)

13 G-TELP の実施
14 Unit 11: Doris Kearms Goodwin: Popular Historian

15 Unit 12: George Lucas: Filmmaker of Star Wars

16 後半のまとめ（定期試験を含む）

キーワード Listening/Speaking/Reading/Writing/Vocabulary  

教科書・教材・参考書 Cultural Leaders in America Today 2 (Asahi Press)  

成績評価の方法・基準等 中間試験30％、定期試験30％、G-TELPテスト20%、 課外学習のe-learning20%（3 Step CALL　
10％、PowerWords10％）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 英語運用能力を確実にするために、予習・復習の時間をきちんと設定しましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   火２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013031  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M5) 

編集担当教員 西原　俊明 

授業担当教員名(科目責任者) 西原　俊明 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 西原　俊明 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） （2M5）  

担当教員Eメールアドレス t-nishi@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL 095-819-2095  

担当教員オフィスアワー 火曜日12:50～13:30 他は、only by appointment  

授業の概要及び位置づけ
基礎的な英語運用能力を高めることを授業のねらいとする。特に、音声言語によるコミュニケ
ーション能力向上を目指す。また、リスニング教材・リーデイング教材として医学英語にふれ
る。  

授業到達目標
授業を通して、種々の速読のスキル、リスニングストラテジー、英語によるコミュニケーショ
ン活動に慣れ、基礎的なコミュニケーション能力を身につけることを目標とする。また、基礎
的な医学英語に関わる語彙、表現を身につける。  

授業方法（学習指導法）

授業の前半では、日本人学習者が抱えるリスニング上の問題点を理解する訓練、速読の訓練、
表現力を養うPlain Englishによる表現練習を行う。授業の後半では、前半で行う訓練を発展さ
せたauthenticな教材・題材を用いた訓練を行う。英語音声学・応用言語学・言語学等の知見を
取り入れ、ﾍﾟｱワークやインフォメションギャップを用いたコミュニケーション活動を中心に
行う。医学的な話題を扱った英字新聞記事を速読する。  

英語の獲得をスキルの獲得ととらえて、スキル獲得のための訓練を様々な手法を用いて行う。
回 内容

1
9月30日
第1回　　オリエンテーション
授業の進め方、及び授業で取り上げるスキルの概要説明

2
10月7日
第2回　　英語のリズム(1), 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(1), 医者と患者の会話(1)

3
10月14日
第3回　　Voice Aerobics, 医者と患者の会話(2)

4
10月21日
第4回　　リズムユニットの理解とシャドーイング(1), 医者と患者の会話(3)

5
10月28日

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

第5回　　リズムユニットの理解とシャドーイング(2), 医者と患者の会話(4)

6
11月4日
第6回　3STEP小テスト,　弱く発音される音, 医者と患者の会話(5)

7
11月11日
第7回　　インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(1),　映画による聞き取り(1),

8
11月18日
第8回　　聞こえなくなる音, 医者と患者の会話(5), 速読(2)

9
11月25日
第9回　　インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(2),　医者と患者の会話(6)

10
12月2日
第10回　グループによるデイスカッション(1), 速読(3)

11
12月9日
第11回　なくなる音, 医者と患者の会話(7), 速読(4)

12
12月16日
第12回　3STEP小テスト,
ひとつになる音, インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(3)

13
1月6日
第13回　G-TELP（関係委員会の審議に基づき、日程変更の可能性あり）

14
1月13日

第14回　つながる音, 医者と患者の会話(8), 速読(5)

15
1月20日
第15回　医者と患者の会話(９), 速読(6), Retelling

16  

キーワード 医学英語、音変化、速読  

教科書・教材・参考書 Medical English Clinic（センゲージラーニング）、及びプリント教材。  

成績評価の方法・基準等

評価は、G-TELP(20%)、e-learning学習(3Step Listening ＋Power Words)(20%)、小テスト(50%)、
積極的な授業への参加(10%)等を総合的に判断する。3Stepを用いてのe-Learning学習は、2回の
テストでもって評価し、Power Wordsはレベルを一つ上げる学習を10%とする。小テストは医
学英語表現を対象として毎回行う。  

受講要件（履修条件） 毎回、復習を行うこと。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 毎回実施される医学英語の小テストに備えた準備をすること。授業で紹介される聞き取りのこ
つ等を必ず復習すること。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   火２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013032  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2M6) 

編集担当教員 　川島　浩勝 

授業担当教員名(科目責任者) 　川島　浩勝 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　川島　浩勝 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-45(call3)  

対象学生（クラス等） （2M6）  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室 長崎外国語大学　3階334研究室  

担当教員TEL 095-840-2000（内線334)  

担当教員オフィスアワー 授業終了後、質問を受けつける。また、話し合いにより、後日、時間を設定する場合がある。
  

授業の概要及び位置づけ
「総合英語II」における学習成果を基に、英語のリスニングとリーディングにおけるバランス
のとれた情報処理能力を身につける。
 

授業到達目標

本授業の到達目標は、1）様々なジャンルの口語英語のスピード・イントネーション・リズム
に対応できる、2）語彙力のアップ、3）リスニングのスピードでより難しい文の処理・理解(
リーディング）ができるようになる、である。
 

授業方法（学習指導法）

様々なタスクを用い、リスニングとリーディングにフォーカスをあてた授業を行う。受講者が
自己の英語力を客観的に把握・理解できる場面が用意され、同時に、リスニングとリーディン
グの学習法を学べるように授業が組み立てられている。なお、シラバスの細部は状況に応じて
変更することがある。  

回 内容
1 授業方針の説明・英語力診断テスト

2 多聴プログラム1(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング1

3 多聴プログラム2(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング2

4 多聴プログラム3(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング3

5 多聴プログラム4(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング4

多聴プログラム5(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

6 ング5, 3step 小テスト

7 多聴プログラム6(アメリカの家族生活を題材としたＤＶＤ）、語彙・文レベルのリスニ
ング6

8 これまでの授業のまとめ

9 速読/精読プログラム1(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング1

10 速読/精読プログラム2(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング2

11 速読/精読プログラム3(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング3

12 速読/精読プログラム4(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング4,
 3step 小テスト

13 Ｇ-ＴＥＬＰ
14 速読/精読プログラム5(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング5

15 速読/精読プログラム6(最新/最近のニュースを中心に）、談話レベルのリスニング6

16 学期末試験

キーワード 多聴、多読、速読、精読、語彙、文、談話  

教科書・教材・参考書
基本的にはプリント教材を配布するが、第１回目の授業で実施する英語力診断テストの結果に
よっては、副教材を購入する場合がある。
 

成績評価の方法・基準等

基本的に、G-TELP20%・E-Learning 20%・レポート15％・小テスト＆提出物15％・期末試験30
％とする。なお、欠席１回でマイナス７点（正当な理由がある場合は考慮する）となる等の「
授業ルール」があるので注意すること。詳細は、第１回目の授業で配布する資料を参照するこ
と。
 

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   木２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013033  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英1)) 

編集担当教員 稲田　俊明 

授業担当教員名(科目責任者) 稲田　俊明 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 稲田　俊明 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教]22講義室  

対象学生（クラス等） 2L1  

担当教員Eメールアドレス inadat@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター  

担当教員TEL 095-819-2379  

担当教員オフィスアワー 火曜２限 (事前にメールで連絡すること）  

授業の概要及び位置づけ
①　英語の読解力と日本語・英語による要約する能力を養う。
②　課題について英語で論述する力を養う。
③　英文のリスニングの能力を養う。  

授業到達目標
① 英語の論説やニュース記事について、日本語で簡潔に要約ができるようになる。
② 英語の論説やニュース記事について、英語で要約ができるようになる。
③ 課題について、英語で議論するための基礎的なライティング能力を身に付ける。  

授業方法（学習指導法）
①　指定した教材により、英文の読解、要約、聞き取りを行う。
②　毎週、語彙テストを行い、隔週、課題の提出を求める。  

授業内容

回 内容
1 COURSE OUTLINE （導入）：教材配布
2 英文速読教材（１）
3 英文速読教材（２）
4 Listening Comprehension Quiz (第１回)

5 英文要約教材（１）
6 英文要約教材（２）
7 Listening Comprehension Quiz (第２回)

8 英語要約課題（３）
9 英語要約課題（４）
10 Listening Comprehension Quiz (第３回)

11 英文交渉メールの基礎と練習

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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12 英語課題作文練習（１）
13 G-TELP (Test)

14 英語課題作文練習（２）
15 英語プレゼンテーション
16 期末試験

キーワード  

教科書・教材・参考書 教材は授業で配布する。  

成績評価の方法・基準等

G-TELP ２０％
指定する e-learning 教材　２０％ 
授業中の課題１０％、
期末テスト５０％  

受講要件（履修条件） 同クラスの履修経験のないもの  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
事前に、教材と指定された課題を十分に学修しておくこと。
 

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   木２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013034  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英2)) 

編集担当教員 隈上　麻衣 

授業担当教員名(科目責任者) 隈上　麻衣 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 隈上　麻衣 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教]43講義室  

対象学生（クラス等） （2L2）  

担当教員Eメールアドレス ogasa-s@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL 095-819-2094  

担当教員オフィスアワー 　火4 水3 木3  

授業の概要及び位置づけ
このクラスは、医療・健康・食品・環境関係のCNNのニュース素材を用いて、リスニング力や
リーディング力および専門に関する語彙力の養成を行います。また、音読の訓練も行い,スピ
ーキングの基礎訓練も行います。  

授業到達目標

テキストの英文を辞書なしでも大意がとれるようにします。語彙レベルでは、テキストで指定
されたKey Words およびVocabulary Check　で登場する計　約300語を確実に修得します。
e-learning 教材パワーワーズレベル6の90％を修得します。3Step 教材は、20時間以上学習して
もらいます。  

授業方法（学習指導法）

　演習形式で行います。テキストのリスニング教材では、CDを用いて、いろいろな方法でCN
Nを聞き取る練習をします。また、リーディング用教材では、大意を取る練習をしながら、速
読の訓練をします。速読練習のため、英字新聞も利用します。
　CNNのテキストと同時に授業中にも、３Step教材の指導もします。課題学習の整理やテスト
などを行います。パワーワーズも、指定したレベルを定期的に試験します。
　またコミュニケーション活動用のプリントを利用して、リスニングの練習やリピーティング
やシャドーイングの訓練も行い、４技能の修得を目指します。  

　授業の最初は、まず家庭学習のe-learning教材の小テストを行います。
　それが終わると、しばらく3 Step 教材に挑戦します。CALL教室の機能を利用して、とこと
ん聞き取る練習をします。指定された範囲の部分は、かならず家庭で学習してきてください。
　その後、テキストを用いて、リスニングおよびリーディングの練習をします。学生は指示さ
れた範囲や内容を必ず予習して授業に参加してください。ここでは、音読の練習も行います。
英語のリズムや音から英語を学ぶことも大切です。また、このテキストを用いて、時間を制限
して読んでもらい、大意をつかみ、必要な情報を読み取る練習をします。
　また、プリントとCDを用いて専門分野の英単語の修得も行ないます。
　英語の力を維持し、さらに向上させるためには、大学での授業に加えて家庭での学習が必要
となります。授業の一部を利用してe-learning教材にも挑戦してもらいますが、大半は授業外で
の学習となります。その成果は、小テストにより評価します。
　担当者から指示された家庭学習や予習復讐を行えば、必ず英語の力は向上します。がんばっ

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

てください。

　
回 内容

1

オリエンテーション　　
教科書　Unit 1. 
e-learning Power Words Level 6 Unit.1
3 Step　People at Work

2

教科書　Unit 2. 
英字新聞　(1)
e-learning Power Words Level 6 Unit.2~4
3 Step　People at Work

3

教科書　Unit 3. 
英字新聞　(2)
e-learning Power Words Level 6 Unit.5~8
3 Step　People at Work

4

教科書　Unit 4. 
英字新聞　(3)
e-learning Power Words Level 6 Unit.9~12
3 Step　People at Work

5

教科書　Unit 5. 
英字新聞　(4)
e-learning Power Words Level 6 Unit.13~16
3 Step　People at Work

6

教科書　Unit 6. 
英字新聞　(5)
e-learning Power Words Level 6 Unit.17~20
3 Step　　People at Work 3 Step 小テスト

7

教科書　Unit 7. 
英字新聞　(6)
e-learning Power Words Level 6 Unit.21~24
3 Step　　People at Work

8

教科書　Unit 8. 
英字新聞　(7)
e-learning Power Words Level 6 Unit.25~28
3 Step　People at Work

9

教科書　Unit 9. 
英字新聞　(8)
e-learning Power Words Level 6 Unit.29~32
3 Step　　People at Work

10

教科書　Unit 10. 
英字新聞　(9)
e-learning Power Words Level 6 Unit.33~36
3 Step　People at Work

11

教科書　Unit 11. 
英字新聞　(10)
e-learning Power Words Level 6 Unit.37~40
3 Step　People at Work

12

教科書　Unit 12. 
英字新聞　(11)
e-learning Power Words Level 6 Unit.41~43
3 Step　　People at Work 3 Step 小テスト

13 G-TELP 試験

14

教科書　Unit 13. 
英字新聞　(12)
e-learning Power Words Level 6 Unit.44~47
3 Step　People at Work
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15

教科書　Unit 14. 
英字新聞　(13)
e-learning Power Words Level 6 Unit.48~50
3 Step　People at Work

16 定期試験

キーワード スキミング、スキャニング、キーワードリーディング、フレーズリーディング、リピーティン
グ  

教科書・教材・参考書

教科書（テキスト）：
Power Up Your English with CNN News（朝日出版） 1,800円

教材　：プリント教材 必要に応じて毎回配布します。  

成績評価の方法・基準等
成績評価は、
○定期試験50%、G-TELP20%、e-learning 20%(小テスト含む） 授業中の発表10%で行います。  

受講要件（履修条件） 全回出席が原則。教科書も必ず購入すること（ワークブックとして、時々提出してもらいます
）。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
英語の力をつけるためには、授業の予習、復習に加えて、英語の教材にチャレンジすることが
大切です。長崎大学で推奨しているe-learning 教材3 Step やパワーワーズ、さらにＮＨＫテレビ
やラジオの英語講座がおすすめです。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   木２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013035  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2L(英3)) 

編集担当教員 　村岡　三奈子 

授業担当教員名(科目責任者) 　村岡　三奈子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　村岡　三奈子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-23  

対象学生（クラス等） （2L3）  

担当教員Eメールアドレス muraoka@n-junshin.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL 095-846-0084  

担当教員オフィスアワー 随時  

授業の概要及び位置づけ 映画を教材として、場面や状況に応じた生きた英語表現を身につけることを目指す。  

授業到達目標 基本的構文および文法事項に留まらず、生きた英語表現や文化的知識を身につけることが出来
る。  

授業方法（学習指導法） 原則として、毎週、テキストを１章ずつ進めながら、英語の４技能をバランスよく学習する。
  

授業内容

回 内容
1 10月 2日：イントロダクション
2 10月 9日：第１章
3 10月16日：第２章
4 10月23日：第３章
5 10月30日：第４章
6 11月 6日：第５章 / 3-step 小テスト
7 11月13日：第６章
8 11月20日：第７章
9 11月27日：第８章
10 12月 4日：第９章
11 12月11日：第10章
12 12月18日：第11章 / 3-step 小テスト
13 12月25日：G-TELP

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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14 1月 8日：第12章
15 1月15日：プレゼンテーション
16 1月29日：定期試験

キーワード Comprehensive English  

教科書・教材・参考書 Music of the Hearts (EIHOSHA)  

成績評価の方法・基準等

出席・授業態度：10％
小テスト：10％
G-TELPテスト：20%
定期試験：40％
課外学習の e-learning：20％
（詳細は第１回目の授業で説明）  

受講要件（履修条件） 特になし  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 毎回、スクリプトを配布しますので、予習として丁寧に読んでおいてください。  
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学期 後期  曜日・校時   木２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013036  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2P1) 

編集担当教員 　山口　敦子 

授業担当教員名(科目責任者) 　山口　敦子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山口　敦子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-14  

対象学生（クラス等） 2P1  

担当教員Eメールアドレス a_yamaguchi@n-junshin.ac.jp  

担当教員研究室 非常勤講師控室  

担当教員TEL 095-846-0084  

担当教員オフィスアワー 授業終了時  

授業の概要及び位置づけ
世界情勢や文化、身近な問題まで幅広い内容を伝える海外のニュース番組を題材に、リスニン
グ、リーディング、スピーキング、ライティングの４技能をバランスよく伸ばす。また国際的
な社会問題に触れることにより、視野の拡大に繋げる。  

授業到達目標
ニュース英語のリズムや速度に慣れ、リスニング力を向上させる。文法的に重要な構文、社会
問題の観点から重要なキーワードを確認しながら、ニュースの内容を大まかに把握することが
できるようにする。  

授業方法（学習指導法）
イギリスの代表的なニュース番組であるBBCニュースのビデオ教材を視聴しながらリスニング
練習と和訳や演習問題による内容把握を行う。文法の上で重要な英語構文は重点的に説明する
。最後にニュースの要旨を作成する。付属のDVDでの予習を前提とする。  

テキストの各ユニットの中から学生にとって興味深い内容を持つニュースを扱う。毎回テキス
ト付属のDVDでニュースクリップを視聴し、リスニング問題の予習をしておく。授業でニュー
スクリップを視聴しながらリスニング問題の解答を確認する。ニュースの本文を完成させ、文
法事項や表現、単語を確認しながら、内容把握を行う。次にニュースに使われた重要な単語と
５Ｗ１Ｈに関する問題演習を行うことで細部の理解を目指す。最後はニュースの要約文を完成
させる。

回 内容

1
イントロダクション
The Queen: Patron of the Arts: リスニング演習と内容把握

2 The Queen: Patron of the Arts: 総合問題演習と要約文の完成
3 Facebook and Free Speech: リスニング演習と内容把握
4 Facebook and Free Speech: 総合問題演習と要約文の完成
5 The Stonehenge Site: リスニング演習と内容把握

3step小テスト

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照
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授業内容 6
The Stonehenge Site: 総合問題演習と要約文の完成

7 The Death of the Book?: リスニング演習と内容把握
8 The Death of the Book?: 総合問題演習と要約文の完成
9 At Home with Dementia: リスニング演習と内容把握
10 At Home with Dementia: 総合問題演習と要約文の完成
11 Space: Next Step or Dead End?: リスニング演習と内容把握

12
3step小テスト
Space: Next Step or Dead End?: 総合問題演習と要約文の完成

13 G-TELPテスト
14 Brain Reading: リスニング演習と内容把握
15 Brain Reading: 総合問題演習と要約文の完成
16 定期試験

キーワード ニュース英語、リスニング、リーディング  

教科書・教材・参考書 BBC: Seeing the World through the News:(金星堂)  

成績評価の方法・基準等

授業への積極的な取り組み状況（発表）10％
定期試験　50％、
G-TELPテスト 20％
課外学習のe-learning　20％（3 Step CALL10％、PowerWords10％）
課外学習のe-learningに関しては第１回目の授業の際に説明します。

 

受講要件（履修条件） 毎回リスニング、和訳、問題演習の予習をして授業に臨むこと  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
BBCのニュースの中に、英語圏の文化や現代意識を読み取りながら、生きた英語を学んでいき
ましょう。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086444&formatCode=1&rowIndex=36&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/23 17:19:24]

学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013037  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英5)) 

編集担当教員 西原　俊明 

授業担当教員名(科目責任者) 西原　俊明 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 西原　俊明 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） 2E5  

担当教員Eメールアドレス t-nishi@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター110  

担当教員TEL 095-819-2095  

担当教員オフィスアワー 火曜日12:50～13:30 他は、only by appointment  

授業の概要及び位置づけ
基礎的な英語運用能力を高めることを授業のねらいとする。特に、音声言語によるコミュニケ
ーション能力向上を目指す。また、リスニング教材・リーデイング教材として時事英語にふれ
る。  

授業到達目標
授業を通して、種々の速読のスキル、リスニングストラテジー、英語によるコミュニケーショ
ン活動に慣れ、基礎的なコミュニケーション能力を身につけることを目標とする。また、日本
語直訳によらない英語表現、特に、Plain Englishの基礎を身につける。  

授業方法（学習指導法）

授業の前半では、日本人学習者が抱えるリスニング上の問題点を理解する訓練、速読の訓練、
表現力を養うPlain Englishによる表現練習を行う。授業の後半では、前半で行う訓練を発展さ
せたauthenticな教材・題材を用いた訓練を行う。英語音声学・応用言語学・言語学等の知見を
取り入れ、ﾍﾟｱワークやインフォメションギャップを用いたコミュニケーション活動を中心に
行う。レベルによっては、英語によるプレゼンテーションを入れる可能性もあります。  

英語の獲得をスキルの獲得ととらえて、スキル獲得のための訓練を様々な手法を用いて行う。
回 内容

1
10月3日
第1回　　オリエンテーション
授業の進め方、及び授業で取り上げるスキルの概要説明

2
10月10日
第2回　　英語のリズム(1), 速読(phrase reading)とﾍﾟｱワーク(1), Fuel your body and mind.

3
10月17日
第3回　　Voice Aerobics, Laughing will save you from going crazy.

4
10月24日
第4回　　リズムユニットの理解とシャドーイング(1), The French Paradox

5
10月31日

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086444&formatCode=1&rowIndex=36&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/23 17:19:24]

授業内容

第5回　　リズムユニットの理解とシャドーイング(2), Don't stay away from natto.

6
11月7日
第6回　3STEP小テスト,　弱く発音される音, Is snoring a bad sign?

7
11月14日
第7回　　インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(1),　映画による聞き取り(1),

8
11月21日
第8回　　聞こえなくなる音, Getting a good night sleep is a challenge., 速読(2)

9
11月28日
第9回　　インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(2),　

10
12月5日
第10回　グループによるデイスカッション(1), 速読(3), Chocolate and its magical power.

11
12月12日
第11回　なくなる音, 速読(4), Processed Food.

12

12月19日
第12回　3STEP小テスト,
ひとつになる音, インフォメーションギャップによるﾍﾟｱワーク(3), Environment Health
 Threats.

13
12月26日
G-TELPテスト（関係委員会の審議結果によって、日程変更の可能性あり）

14

1月9日
第13回　つながる音, Genetically modified food., 速読(5)

15

7月28日
1月23日
第14回　速読(6)
まとめ　Retellingとsummarizing、semantic mapを用いた学習

16  

キーワード Reading and listening strategies  

教科書・教材・参考書 Better Health for Every Day （金星堂）  

成績評価の方法・基準等

評価は、G-TELP(20%)、e-learning学習(3Step Listening ＋Power Words)(20%)、小テスト(50%)、
積極的な授業への参加(10%)等を総合的に判断する。3Stepを用いてのe-Learning学習は、2回の
テストでもって評価し、Power Wordsはレベルを一つ上げる学習を10%とする。
小テストを毎回行う。  

受講要件（履修条件） 毎回、復習を行うこと。  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 授業で紹介される聞き取りのこつ等を配布される電子化教材を用いて必ず復習すること。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013038  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英6)) 

編集担当教員 　山田　健太郎 

授業担当教員名(科目責任者) 　山田　健太郎 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　山田　健太郎 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養B棟]B-15  

対象学生（クラス等） 2E6  

担当教員Eメールアドレス k-yamada@sun.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ リーディングとリスニングに重点をおきながら、英語の4技能（リーディング・ライティング
・リスニング・スピーキング）を総合的に向上させることをめざす。  

授業到達目標 TOEIC500点以上の英語力  

授業方法（学習指導法）
日本文化を紹介する英文テキストを使用し、1回の授業で1エッセイを読む。これとは別にTOE
ICの練習問題を毎回して、目標を意識した学習を心がける。課外学習（3 Step CALLとPowerwo
rds）も組み入れてリスニング力・語彙力も強化する。  

英文の内容をしっかりと理解するリーディング力と英語を実際に使う運用能力を鍛えるため、
毎回英英辞典を使ったクイズ、課題エッセイについての英問英答をする。また音読の課題も出
して、リスニング力とスピーキング力の強化もする。さらに基本的な語法・文法の知識と実用
的な語彙力を定着させるためTOEIC対策テキストを数ページする。また3stepの学習成果を確認
するために小テストを行う。

回 内容

1 オリエンテーション（英英辞典の利用や、リスニング力向上のためのコツなど、英語学
習全般について）

2
Unit 1 The Spirit of Japanese Hospitality 
TOEIC対策テキストDrill 1, 2

3
Unit 2 Superb! Tokyo Skytree 
TOEIC対策テキスト Drill 3, 4

4
Unit 3 Japanese Seasonal Charms: The Bewitching Beauty of Kimono 
TOEIC対策テキスト Drill 5, 6, 7, 8　

5
Unit 4 Japanese High-Quality Technology 
TOEIC対策テキスト Drill 9, 10

Unit 5 Healthy and Colorful Japanese Cuisine 

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照
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授業内容

6 TOEIC対策テキスト Drill 11, 12
3step小テスト

7
Unit 6 Desstruction and Creation: Japanese Stage Art 
TOEIC対策テキスト Drill 13, 14　

8 中間テスト、TOEIC対策テキスト Drill 15, 16

9
Unit 7 Hospitality and Peace in Japanese Robots 
TOEIC対策テキスト Drill 17, 18, 19, 20

10
Unit 8 Samurai Spirit
TOEIC対策テキスト Drill 21, 22　

11
Unit 9 Anime: A Japanese Soft Power 
TOEIC対策テキスト Drill 23, 24

12
Unit 10 Hot Springs: Let's Become Healthy and Beautiful! 
TOEIC対策テキスト Drill 25, 26
3step小テスト

13 G-TELPテスト

14
Unit 11 Video Games for Everyone
TOEIC対策テキスト Drill 27, 28

15
Unit 12 Kawaii Going Global
TOEIC対策テキスト Drill 29, 30

16 定期試験

キーワード 多読多聴、ことばの認識をやわらかく  

教科書・教材・参考書

Kinuyo Koikawa/Kentaro Yamada/David Farnell/ Motoko Yakushiji 『Let's Introduce Japanese Culture
』 英宝社
David E. Bramley/中井弘一　『New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar & Reading 450』
松柏社
 

成績評価の方法・基準等 定期試験35％、中間テスト10％、積極的な授業への参加度15％。G-TELP試験スコア20%　課
外学習のe-learning 20%（3 Step CALL 10%、Powerwords 10%）  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
学習は各自が楽しさおもしろさを見つけると効果が上昇する。自分の取り組むことを見つける
こと。授業態度はもちろん毎回の授業での積極的な参加も評価する。遅刻は減点。20分以上の
遅刻はその回の出席評価点は0点（特別な理由がある場合は別）とする。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013039  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英7)) 

編集担当教員 鈴木　章能 

授業担当教員名(科目責任者) 鈴木　章能 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 鈴木　章能 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養A棟]A-41  

対象学生（クラス等） 経済学部２年生  

担当教員Eメールアドレス  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 月曜日４限  

授業の概要及び位置づけ

入学以来高めてきた英語力をさらに高める。具体的には、日本の労働人口の95％が就く約500
職種のうち約200職種の調査からわかった英語の運用能力の習得を行うことである。それは、
他者への共感的理解に基づいた正確な英語理解と英語運用能力である。このことから「文学的
」な英文の読みとビジネスシーンを組み合わせた授業を展開する。将来のキャリア選択、専門
の授業、将来の学習計画にも結びつけられるようにする。  

授業到達目標

１．.４技能を網羅して、英語が正確に運用できる。
２．英語がただ使えるだけでなく、他者への共感的理解から適切な英語の理解や表現ができる
。
３．文化的差異から他者や自己を考えた英語の運用ができる  

授業方法（学習指導法）

１．授業を重ねるごとに英文のグレードを少しずつ上げていく。
２．各職種調査から英語使用の実態を動画やテキストで確認できるE-Job100のサイトを利用し
て、求められる英語力を確認する。E-learningも併用する。
３．４技能を網羅した英語力を高めていく。そのため、毎回頂上タスクを設定し、それに基づ
いた英文の読解やアクティビティ等を４技能満遍なく行う。グループに分けた英語による発信
も行う。
４．常に他者のことを考えた英語運用力を意識し、実社会で他者との関係を英語で生きていけ
る力を身につけていく。
５．以上のことから、「文学的」英語理解とビジネスシーンでの英語理解を交互に、且つ融合
しながら英語運用を練習する。  

正確な英語の運用力を、他者への共感的理解を基に習得する。頂上タスクは括弧内に記す。
回 内容

1 グローバリズムと日本と英語について。なぜ「文学的」英語力なのか。英語紹介文の準
備。

2 英語による様々な紹介。（口頭、文章によるパラグラフ構成、英会話力向上の方法と練
習）

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

3 “The Gift of the Magi”を読む。（言語による良好な人間関係、社会的排除の軽減）

4
“Marriage of Convenience”を読む。（自己の内側から考える：ディスカッション、グルー
プ発表）

5 ビジネスシーン（対人関係、ディスカッション、意見を傾聴する・読む、課題解決、グ
ループ発表）

6 CECLのテキスト1（共感的理解をもって聞き話す）
7 CECLのテキスト2（共感的理解をもって読み書きする）
8 ビジネスシーン：CECLのテキスト３（共感的理解をもって仕事をする）

9
East-West Studies：CECLのテキスト４＆中国の国際理解教育の英語テキスト＆日中米の
報道英文を読む。（文化的差異への視線、イデオロギー、共感的理解、批判的思考）

10 ビジネスシーン（グローバルストラテジー、４P理論の理解）
11 詩を読む（音読、発音、多元的解釈、受容・変容理論）。

12 ケーススタディを読み、やってみる１。発表。（これまでのタスクを合わせた総合的タ
スク）

13 G-TELP試験
14 ハクスレー、エマソンのエッセイを読む。（新しい視線の構築）。

15 ケーススタディを読み、やってみる２。発表。（これまでのタスクを合わせた総合的タ
スク）

16 定期試験

キーワード 頂上タスク、４技能、共感的理解、キャリア、パラグラフ、文化的差異  

教科書・教材・参考書 教材：こちらで用意したさまざまなプリントアウトを配布する。  

成績評価の方法・基準等 定期試験４０％、G-TELP試験スコア２０％、課外学習のE-Leaning２０％、授業内外の課題に
対する積極的な取組状況２０％  

受講要件（履修条件） 学則に基づく出席回数を求める。  

備考（URL） http://e-job-100.sakura.ne.jp/modx  

学生へのメッセージ 課題に積極的に取り組むことで、英語力を伸ばし、自分の可能性を広げる。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 後期  曜日・校時   金２ 

開講期間  

必修選択   必  単位数 1.0 

時間割コード 20140590013040  科目番号 05900130

授業科目名 ●総合英語Ⅲ(2E(英8)) 

編集担当教員 　宇佐美　康子 

授業担当教員名(科目責任者) 　宇佐美　康子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　宇佐美　康子 

科目分類   Ｂ科目　外国語　既習、外国語科目 

対象年次   2年,3年,4年   講義形態   演習科目  

教室 [教養D棟]D-37  

対象学生（クラス等） （2E8）  

担当教員Eメールアドレス usamikan@fsinet.or.jp  

担当教員研究室 非常勤講師室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 金曜日　昼休み  

授業の概要及び位置づけ

今まで培ってきた一文一文を正確に読む(精読)力を保持しつつ、ある程度まとまった量の英文
を、ある程度速く読んで、ある点についての情報をできるだけ正確にとる、或いは、大意を取
る(速読)力を育てる。英語文章の構成を学び、段落ごとの要点と段落間の関係を取る練習をす
る。また、聴解の活動を通して、英語によるオーラルコミュニケーションの基礎を強化する。
英語は現在、どの分野においても、世界第一共通言語となっている。第一線の情報は、英語経
由で最も早く詳しく手に入る。それ故どの専門分野においても、英吾は大切なスキルとなる。
そのため、実践で役立つような英語の読みのスキルを目指す。 
 

授業到達目標

テキスト程度の英文をある程度の速さで読み、必要な情報を探せ、ある程度の大意が取れるこ
と。必要な場合は、正確な英文理解のために基本文法が適用でき、正確に意味が取れること。
文脈に応じて語彙の解釈ができること。日本語を介せずに英文が理解できること。基本的な英
語を、聞いて理解できること。 
 

授業方法（学習指導法） 演習形式  

授業の最初は、英作文、或いは英単語の小テストを行う。テスト範囲は、毎回テキストから指
定する。
その後、リーディングの練習をするす。学生は指示された範囲や内容を、テキストについてい
るCDを使いながら必ず家庭で予習して授業に参加すること。ここでは、音読の練習も行う。
各英単語の音を確かめるだけでなく、英語のリズムとスピードで音読できることは、将来、あ
る程度のまとまった量をある程度の速さで読むためには大切である。手を抜かずに努力するこ
と。次に、必要な情報を抜き出す、大意をとる、文法を確認する、精読する、などを行う。テ
キストにある設問を適宜利用する。
場合によってはプリント教材を用いて、リスニング、音読、リーディングの練習をする。
英語の力を維持し、さらに向上させるためには、大学での授業に加えて家庭での学習が必要で
ある。英語が苦手な学生もいると思うが、努力すれば、必ず英語の力は向上する。がんばって
ください。

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

回 内容

1
Unit 1 Conclusions/Reasons
America should be the first country to sign the Kyoto Protocol 
Would summer time suit Japan?

2
Unit 2 Analysis/Boom
Why is the one hundred yen shop so successful?
Internet boom in the devastated city of Kabul

3
Unit 3 Analysis/Social Phenomena
Increasing Obesity in Mexico
Increasing Anti-Semitism in France

4
Unit 4 Theory/Proof
Language switching is not good for children
Brain scans show racial bias

5
Unit 5 Controversy
Can a fetus be the victim of a crime?
Turkey's Membership in the EU

6

Unit 6 Comparison/Contrast
The Medical Divide
Work Sharing and Job Sharing
3step小テスト(15分程度)

7
Unit 7 Classification
Political Systems
The Inner conflict of 'bushi'(ｗarrior) ｓociety

8
Unit 8 Chronological Order (History)
History of the Calendar
Chocolate War

9
Unit 9 Cause & Effect
Whay Finland ｌeads the IT ｒace
Einstein and the Atomic Bomb

10
Unit 10 Process
Critical Reading
The Bubble Economy

11
Unit 11 Explanation (Theory)
Von Wieser's Law
The Prisoner's Dilemma

12

Unit 12 Definition
Outsourcing
Pay-off
3step小テスト(15分程度)

13 G-TELPテスト

14
Unit 13 Explanation (Statistics)
Unhappy without War?
Food imports make Japan dependent on other countries

15 総復習。プリント。
16 期末テスト

キーワード スキミング、スキャニング、キーワードリーディング、フレーズリーディング、リピーティン
グ  

教科書・教材・参考書
Outlook on Society: Skills for Better Reading Ⅱ (Nan'un-do, CD付き, ￥1700+税),Yumiko Ishitani, E
mma Andrews  

成績評価の方法・基準等
G-TELPテスト 20%、 課外 学習のe-learning　20%（3 Step CALL　10％、PowerWords10％）定
期試験約45%、授業への参加(小テスト含む）約15%。
課外学習の e-learningに関しては第１回目の授業の際に説明する。  

受講要件（履修条件） 全回出席が原則。教科書を購入して第一回目に臨むこと。第一回目から授業に入る。  

備考（URL）  
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学生へのメッセージ
毎回小テストをします。これは前回の授業の復習になり、好評です。
予習して授業に臨むことが原則です。  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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